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1. 学習 e ポータルの概要 

GIGA スクール構想による 1 人 1 台環境の整備とスタディ・ログの活用 

GIGA スクール構想に基づき、これまで待ち望まれていたデバイスとネットワーク環境の整備

が一挙に進み、規模の上では世界的に見ても稀な、義務教育段階における 1 人１台のデジタル学

習環境が整った。この環境を生かして、日本の教育の水準をさらに向上させるとともに、学びの

多様化にも寄与し、コロナ禍による休校などの不測の事態にも対応できることが期待されている。

これまでの教室における対面授業だけでなく、オンラインでの学びを組み合わせた、ハイブリッ

ド型の学びの模索が全国で行われている。 

令和 3 年 1 月にまとめられた中央教育審議会の答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指

して」では、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実が謳われ、その実現のためには ICT

は必要不可欠とされている。またその際、ICT の活用により学習履歴 (スタディ・ログ) や生徒指

導上のデータ、健康診断情報等を利活用することや、教師の負担を軽減することが重要であると

強調されている。 

教育分野に限らず、情報通信技術の活用が進展する中で、データの重要性がますます高まって

いる。ビッグデータの活用は、医療や金融、交通など、多くの領域で重要なテーマとなっている。

学校教育においては、これまで教員の優れた能力と豊富な経験を基に児童生徒に対する指導が行

われてきているが、近年では公教育に対する要求の水準がさらに高まる一方、ベテラン教員の退

職や教員の負担の増大などさまざまな課題が表面化しており、時代に即した新しい方策が求めら

れている。 

令和元年 6 月に出された「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策 (最終まとめ)」におい

ても「教育現場で ICT環境を基盤とした先端技術・教育ビッグデータを活用することの意義」が

謳われ、「教育データの標準化と学習履歴 (スタディ・ログ) 等の利活用の具体的な在り方の検討」

が提言されている。豊富な客観データの収集と分析に基づく学習者の自己調整と的確な指導、ま

た経験だけに頼るのではない EBPM (エビデンスに基づく政策立案) が求められている。 

教育におけるログデータには、学習行動を明確に示し、さまざまなシステムや学習ツール間で

共通に扱うことができるデータの標準化がきわめて重要である。また、できるだけ人手を介在さ

せずに効率的にスタディ・ログを連携させるためのハブの役割を果たすソフトウェアが必要であ

る。 

 

デジタル学習ツールの相互運用性 

これまでも、日本の民間企業が提供する初等中等教育向けの教材やツールは世界的に見ても優

れた品質を保持しており、日本の高い教育レベルを支える一助となってきた。一方、それらがデ

ジタル化されていく中で、個々の教材やツールは優れたものであっても、連携して動作する機能

に欠け、トータルで見た利便性や教育効果の向上に対して阻害要因となっていた。 

「システムや製品が他のシステムや製品と顧客の特別な努力をすることなく連携する能力」を
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相互運用性 (interoperability) と呼ぶ1。相互運用性は，標準の実装によって実現する。海外の教

育における ICT利活用で必ずテーマになるこの相互運用性の概念が、これまで日本では、民間の

製品開発においても官の政策においても大きく取り上げられてこなかった。 

現状では、デジタル教材やツールが重複した機能をそれぞれ持っていたり、似た目的の作業を

別の操作で行なったりしている。学習ツールが変わるたびに別の ID とパスワードでログインし

なければならないのは不合理であるし、時間割や提出物などのスケジュールを一元管理して、そ

の画面から教科や作業ごとに教材やツールに連携できるようにした方が便利である。 

整備された 1 人 1 台環境を生かし、優れた操作性と教育効果を持つコンテンツやツールが相互

に連携し、多くのデータが集積、分析されて活用される、日本の初等中等教育に即した新しいデ

ジタル学習環境が構築されるべきである。そのためには、教育データの標準化の成果も生かしな

がら、コンテンツやツールを有機的に結ぶハブの役割を持つ仕組みが求められる。 

 

LMS と次世代デジタル学習環境 (NGDLE) 

従来、高等教育や海外の一部の国や地域の初等中等教育では、デジタル教材やツールを生かし

た学びを管理するために、学習管理システム (Learning Management System : LMS) と呼ばれ

るソフトウェアが利用されてきた。LMS にコースで構成されたカリキュラムを登録し、デジタ

ル化された教材を設定して、オンラインで学ぶスタイルの e ラーニングの実現には必須のシステ

ムとされている。 

フィンランドやエストニア、オーストラリアのクイーンズランド州など多くの海外の国や地域

では、教育省が LMS を設計して公教育の学校で共通して利用することにより、スケールメリッ

トを生かすとともにデータの相互運用性を確保する運用を行っている。これらの国や地域では、

コロナ禍で学校に通えない状況が生じたときにも、オンラインで学び続けることに LMS が役に

立っている。 

一方、LMS は元々e ラーニングを行う教育機関や教員のために設計されてきた経緯があり、そ

のシステムの中で完結する使い方を想定しており、Webの技術が発達してさまざまなコンテンツ

がインターネット上に存在する現在の状況では、必ずしも最適なデジタル学習環境とは言えなく

なって来ている。従来の LMS の発想のままで日本の初等中等教育向けの新しいデジタル学習環

境をデザインするより、最新の技術と発想に沿った、最適な環境を目指すべきである。 

アメリカの高等教育における ICT利活用の推進団体である EDUCAUSEは LMSに関する大規

模な調査を行い、その結果として 2015年に次世代のデジタル学習環境 (Next Generation Digital 

Learning Environment : NGDLE) のコンセプトを発表した。NGDLE は学習者中心の環境を打

ち出しており、次の 5 つのキーコンセプトを基に、デジタル教材やツールなどのコンポーネント

を「レゴのように組み立てて」、その学習者個人に合ったデジタル学習環境を構築するとしてい

る。 

1. 相互運用性 (Interoperability） 

2. 個別最適化 (Personalization) 

 
1 IEEE Standards Glossary による定義 
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3. 分析、助言及び学習アセスメント (Analytics, Advising, and Learning Assessment) 

4. 協働 (Collaboration） 

5. アクセシビリティとユニバーサルデザイン (Accessibility and Universal Design) 

 NGDLE は多数の参加者で構成される一種のエコシステムでもあり、教育機関や企業、各種団

体が、レゴのブロックに相当するデジタル教材やツールなどの「部品」を提供し、学習者や教育

機関は自分の目標や特性に合った部品を組み合わせて最適なデジタル学習環境を構築する。 

 NGDLEのコンセプトは、オランダの高等教育や研究機関の共同組織である SURFでデジタル

学習環境の構築に使われたり2、EUで中等教育と高等教育の接続改善を目的に行われたUp2Uプ

ロジェクト3でも採用されている。 

 

図 1-1 次世代デジタル学習環境 (NGDLE) のコンセプト 

https://er.educause.edu/articles/2017/7/the-ngdle-we-are-the-architects 

Credit: University of Minnesota, Office of Information Technology. Reprinted with permission. 

 

文科省 CBT システム (MEXCBT) と学習 e ポータル 

文部科学省の「学びの保障オンライン学習システム」事業において、国が保有、運営するアセ

スメントのプラットフォーム (Computer Based Testing : CBT) として MEXCBT (メクビット) の

開発と運用が行われている。全国学力・学習状況調査や高等学校卒業程度認定試験の過去の問題

 
2 International Perspectives on Next Generation Digital Learning Environments 

https://er.educause.edu/articles/2017/8/international-perspectives-on-next-generation-digital-

learning-environments 
3 Up2Uプロジェクト https://up2university.eu/ 
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などがデジタル化されて利用可能になり、単元テストなどを教育委員会や教員が独自に作成する

ことも可能で、休校時の家庭学習だけでなく通常の学校教育の中でも大いに活用されることが期

待されている。この時、児童生徒の個人情報を MEXCBT が直接取得することがないようにする

などの配慮の観点を踏まえると、MEXCBT を利用する窓口となる仕組みを各学校で用意するこ

とが必要となる。 

この役割のソフトウェアを、MEXCBT の入口に留まらず、1 人 1 台環境が整備された日本の

初等中等教育におけるデジタル学習環境を支えるハブの役割を持つ「学習 e ポータル」と捉え、

その標準モデルの検討を行った。利用者である児童生徒や教員にとっての利便性の向上だけでな

く、スタディ・ログの連携や校務支援システムとの接点、データのポータビリティの拠点など、

多くの役割が想定される。 

 

図 1-2 MEXCBT を利用するための窓口としての学習 e ポータル 

 

学習 e ポータルは、上記 NGDLE のコンセプトに基づき、レゴブロックの接合面に当たるイン

タフェースが規定され、相互運用性を確保しながら、教育機関や個々の学習者のニーズに合った

デジタル学習環境を柔軟に構築できることを目指している。学習 e ポータルの仕様は、検討と実

証を繰り返しながら、学習 e ポータル標準モデルとしてまとめられる。MEXCBT は国が開発、

運営を担うのに対し、学習 e ポータルは複数の民間企業が標準モデルに基づいて開発、提供し、

小中高校などの教育機関がその中から選択して利用することを想定している。学習 e ポータル標

準モデルに基づいて開発されたソフトウェアが、それ単独であらゆる機能やコンテンツを装備す

るのではなく、中心となるハブの役割を果たして、さまざまな企業や組織が提供する学習ツール

と連携して動作して、個々のニーズに合ったデジタル学習環境を構成する。各企業が開発する、

学習 e ポータル標準モデルに基づくソフトウェアは、相互運用性を確保してスタディ・ログの連

携と利活用を可能にするソフトウェア間のインタフェースの規定は順守する必要があるが、標準

モデルに規定されていない部分は各社の創意工夫で設計、開発することができる。つまり、ユー

ザーインターフェースや使い勝手は提供事業者が競争することによって向上していくことを想定

している。ソフトウェア間のインタフェースが標準化されて規定されることにより、1 度使い始

めるとほかのソフトウェアに乗り換えることが難しくなるベンダーロックインを防ぐことにもつ

ながる。 

このように、標準化された協調領域と、事業者間で創意工夫を行う競争領域の最適なバランス

を計ることによって、個々の学習者や教育機関にとって最適なデジタル学習環境を提供しようと

A社 学習eポータル

MEXCBTB社 学習eポータル

C社 学習eポータル
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いうことが、学習 e ポータルのコンセプトである。 

 

 

 

図 1-3 学習のハブとしての学習 e ポータル 

  

A社 学習eポータル

A社 デジタル教科書

B社 デジタル教科書

C社 デジタル教科書

D社 デジタル教材

MEXCBT

E社 デジタル教材

F社 デジタル教材

G社 学習ツール

H社 学習ツール

1

11

n

n
n
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2. 本ドキュメントの位置づけと用語 

2.1. 本ドキュメントの位置づけ 

 学習 e ポータル標準モデルに基づいて開発されたソフトウェアは、MEXCBT を始めとするさ

まざまな学習ツールと連携するハブとして機能し、個別最適な学びと協働的な学びの実現に資す

ることを目的としている。この標準モデルでは、前述の次世代デジタル学習環境 (NGDLE) の考

えに基づき、想定される機能は列挙するが、技術仕様は学習 e ポータルと各種学習ツール間の連

携のためのインタフェースのみを規定し、学習 e ポータル内部の詳細は規定しない。また、

MEXCBT との連携仕様を規定し、同様の方法でさまざまな学習ツールと連携することを推奨す

るが、このモデルで規定されている以外の技術規格を用いて MEXCBT 以外の学習ツールと連携

することを妨げない。 

 学習 e ポータル標準モデルは、機能の拡充や技術の進展に伴って改訂される。改訂された標準

モデルは、ICT CONNECT 21 の Web サイトで公開される。学習 e ポータルの開発を行う事業者

は、最新の標準モデルを参照することで機能の実装が可能になる。 

 令和 2 年度の学びの保障オンライン学習システムの事業では、MEXCBT と学習 e ポータルの

両方を含むプロトタイプを作成し、連携して動作させるとともに、希望校で MEXCBT を利用す

る実証を行った。MEXCBT と学習 e ポータルの技術的な連携には、教育分野における世界最大

の標準化団体である IMS Global Learning Consortium4が制定している LTI (Learning Tools 

Interoperability) のバージョン 1.1 を利用した。またテスト結果の学習 e ポータルへの返却はテ

ストの終了通知と正答率を示すデータのみ  (Basic Outcomes) としたが、それに加えて、

MEXCBTに蓄積されたテスト結果情報を、詳細な学習行動を記録する国際技術規格である xAPI

フォーマットでスタディ・ログとして記述する、スタディ・ログコンバーターの試作を行った。

これらの仕様は標準モデル version1.00 としてまとめられ、令和 3 年 4 月に公開された。 

 令和 3年度の事業では、MEXCBTは令和 3 年 11月末の Phase1、令和 4年 1 月末の Phase2、

3 月末の Phase3 の 3 段階で機能拡充が行われる。この標準モデル version2.00 は、Phase1 時点

の MEXCBT に対応した学習 e ポータルの仕様を記載している。 

 Phase1では、MEXCBTと学習 eポータル間の連携に使われる LTI のバージョンが 1.3 にアッ

プデートされ、セキュリティなどの機能が向上している。また、LTI バージョン 1.3 で追加され

た機能を利用して、テスト問題の選択の利便性向上などの多くの改良がなされている。 

 なお、Phase2 と 3 を通じてさらに改良が予定されている。スタディ・ログに関しては、

MEXCBTが送り出す xAPIフォーマットのスタディ・ログを学習 eポータルが受け取って蓄積、

分析、表示する構造となる。「5. 学習 e ポータルの機能要件」はこのモデルを基にしている。一

方で、仕様の詳細が未定の部分があるため、「6.2. 令和 2年度プロトタイプにおけるMEXCBTと

のスタディ・ログ連携仕様」は、参考までに令和 2 年度に開発したプロトタイプの仕様を記載し

ている。Phase2, 3 を通じてスタディ・ログに関する資料が確定したら、標準モデルをアップデ

 
4 IMS Global Learning Consortium http://www.imsglobal.org/aboutims.html 
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ートして再度公表する予定である。 

 学習 e ポータルは、令和 4 年度以降もさらに機能を拡充していく予定であり、文部科学省の関

与のもと、関係者の議論をを通じて仕様が決定され、この学習 e ポータル標準モデルに盛り込ま

れて改訂、公表される予定である。 

 

2.2. Contributor 一覧 

(五十音順、敬称略) 

全体監修 田村 恭久 上智大学 

藤村 裕一 鳴門教育大学 

スタディ・ログ 

部分監修 

緒方 広明 京都大学 

古川 雅子 国立情報学研究所 

アドバイザー 芦村 和幸 W3C / 慶應義塾大学 

加藤 泰久 東京通信大学 

執筆協力（6 章） 久保 美那子 株式会社内田洋行 

山崎 公明 富士ソフト株式会社 

検討メンバー 

学習 e ポータル SWG

メンバー 

 
L SWG リーダー 

S SWG サブリーダー 

P Platform サブグループ

リーダー 

T Tools サブグループリー

ダー 

 

伊藤 博康 L 株式会社内田洋行 

稲田 友 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

妹川 竜雄 キヤノン ITソリューションズ株式会社 

内海 裕介 日本ユニシス株式会社 

大関 正隆 光村図書出版株式会社 

大高 史嵩 キヤノン ITソリューションズ株式会社 

大谷 智朗 株式会社 Z 会 

大野 勝利 アライド・ブレインズ株式会社 

大野 和彦 atama plus 株式会社 

大宮 秀利 富士電機 ITソリューション株式会社 

岡田 祥成 株式会社ネットラーニング 

岡村 浩一 株式会社両備システムズ 

片岡 俊幸 日本電気株式会社 

河内 卓哉 T 株式会社 城南進学研究社 

菊野 史也 公益財団法人日本数学検定協会 

岸田 徹 株式会社ネットラーニング 

北川 周子 株式会社エデュプレイ 

葛谷 正二 株式会社文溪堂 

國枝 秀行 東京書籍株式会社 

熊谷 克 キヤノン ITソリューションズ株式会社 

後藤 匠 株式会社 Libry 

近藤 康史 株式会社両備システムズ 

榊原 寛 BPS 株式会社 

坂本 早苗 大日本印刷株式会社 

佐藤 潤 株式会社 COMPASS 

讃井 康智 ライフイズテック株式会社 

島田 陽介 大日本印刷株式会社 

清水 悟 株式会社 Libry 

下村 聡 株式会社 EDUCOM 

杉山 知之 株式会社内田洋行 
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杉山 浩二 株式会社 LoiLo 

関澤 翠 株式会社すららネット 

高田 忍 公益財団法人日本数学検定協会 

高橋 智也 大日本印刷株式会社 

高山 琢磨 大田区立志茂田中学校 

武村 実紗 日本ユニシス株式会社 

田邊 則彦 ドルトン東京学園 

田畑 太嗣 S 日本電気株式会社 

田原 聡 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

田村 恭久 上智大学 

蔦木 竜馬 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

槌谷 堅太郎 富士電機 ITソリューション株式会社 

堤 直樹 東京書籍株式会社 

中田 寿穂 日本マイクロソフト株式会社 

中山 早奈子 スタディプラス株式会社 

野阪 公司 テクノホライゾン株式会社エルモカンパニー 

則武 和輝 コニカミノルタ株式会社 

畠田 浩史 一般社団法人日本 IMS 協会 

林 俊信 株式会社すららネット 

原山 唱一 BPS 株式会社 

久冨 一平 株式会社ベネッセコーポレーション 

平塚 建一郎 アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社 

廣瀬 高志 スタディプラス株式会社 

深井 宣之 アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社 

福田 麻衣子 ライフイズテック株式会社 

藤村 裕一 鳴門教育大学大学院 

松末 育美 コニカミノルタ株式会社 

萬治 理 株式会社文理 

三村 明史 富士ソフト株式会社 

宮坂 直 P スタディプラス株式会社 

元林 克樹 キヤノン ITソリューションズ株式会社 

森下 耕治 光村図書出版株式会社 

柳澤 律子 株式会社 EDUCOM 

梁本 宗健 株式会社文理 

山崎 公明 富士ソフト株式会社 

吉田 圭一郎 株式会社 Z 会 

検討メンバー 

技術仕様検討 

タスクフォース 

メンバー 

浅野 隆文 株式会社コードタクト 

釜野 貴司 NEC ソリューションイノベータ株式会社 

算用子 壮典 NEC ソリューションイノベータ株式会社 

高島 宏太 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

土屋 美帆 NEC ソリューションイノベータ株式会社 

冨山 晶史 スタディプラス株式会社 

仲川 壮太 日本電気株式会社 

前田 裕貴 日本電気株式会社 

事務局 石坂 芳実 一般社団法人 ICT CONNECT 21 

大友 利光 一般社団法人 ICT CONNECT 21 

大野 勝利 アライド・ブレインズ株式会社 

田崎 史子 アライド・ブレインズ株式会社 
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2.3. 用語 

用語 概要 

CBT Computer Based Testing の略。 

スタディ・ログ 学習行動の履歴 (ログ)。ドリルやテストの結果、学習時の書き込み情

報、他者への評価やアンケート結果等のデジタルデータを指す。 

シングルサインオン

（SSO） 

複数のサービスを一度の認証処理で利用できる仕組みをいう。 

IdP Identity Provider （アイデンティティ プロバイダー）の略。 

各種クラウドサービスが個別に行う認証（例：ID／パスワードによる

ログイン）を、クラウドサービスに代わって行い、認証情報をクラウド

サービス側に提供する役割をいう。 

LRS Learning Record Store の略。スタディ・ログの保管場所。 

xAPI の用語で、Caliper Analytics では Event Store とされる。 

JSON JavaScript 言語のオブジェクトを由来とするデータ交換用の記述形

式。JavaScript Object Notation の略。 

学習ツール 広義には、デジタル教科書や教材、ドリル、ビデオ教材、実験ツール、

プログラミング環境など、学習に使われるデジタルなリソースすべてを

指す。狭義には、LTI で呼ばれる側の規格である LTI Tools の機能を持

つソフトウェアを指す。通常は URL で位置を指定するため、オンライ

ンの Web アプリケーションとなる。 

MEXCBT 文部科学省  (MEXT) が開発して運用する CBT (Computer Based 

Testing) システム。メクビット。学習 e ポータルから見れば、学習ツー

ルの 1 つである。 
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3. 関連する技術規格 

3.1. 必須の技術規格 

3.1.1. Learning Tools Interoperability Version 1.3（LTI1.3） 

 Web のハイパーリンクとして最も広く利用されている URL によるリンクは、ブラウザ上で制

御を移行するだけで、移行元から見れば移行先での操作を検知したり操作の終了時に制御を戻し

たりする手段の規定がない。デジタル学習環境上での学習行動を考えるとき、LMS に相当する

移行元から、CBT やデジタル教材などに相当する移行先に制御を移し、そこで学習活動が行わ

れた後、活動の記録であるログも含めて移行元に制御を戻せることが求められる。デジタル学習

環境での活動を想定し、セキュリティや個人情報保護に配慮しながら、これら一連の流れを規定

する規格を活用することが望ましいと言える。 

 このような、学習管理システム (LMS) と外部の学習ツールの連携を目的として、世界的に最

も普及している規格は、IMS Global Learning Consortium が制定している LTI (Learning Tools 

Interoperability) である。LMS と学習ツールの双方が LTI 機能を実装し、両者であらかじめ連

携の設定をしておくことで、LMS と学習ツールのシームレスな連携が可能になる。高等教育機

関や一部の海外の初等中等学校で利用されている主要な LMS の多くはこの LTI 規格に対応して

いる。また、LMSから呼び出される学習ツールの多くも LTI 規格に対応している。 

 LTI は従来の概念である LMS で活用されているだけでなく、NGDLE の各コンポーネント (レ

ゴのブロック) を連携させるためにも利用されることが想定されている。 

 LTI の最新バージョンであるバージョン 1.3 では、後述する認証と認可に関する国際規格であ

る Open ID Connectと OAuth2.0 を内包することで連携におけるセキュリティを強化するととも

に、LTI Advantage と呼ばれる機能群により、LMS と学習ツール間の多様な情報連携を可能に

している。 

 LTI1.3 に関しては以下を参照すること。 

 http://www.imsglobal.org/activity/learning-tools-interoperability 

 

3.1.2. xAPI Specification 1.0.3（xAPI） 

 データを利活用するこれからのデジタル学習環境を考えるとき、スタディ・ログを標準化する

ことが重要である。さまざまな学習ツールでスタディ・ログを活用できるようになっても、学習

行動や用語が統一され、標準フォーマットで記録されなければ、突き合わせて分析することがで

きない。学習分析 (Learning Analytics) を活用して学習の向上に生かすには、標準化が必須であ

る。学習行動を記録するスタディ・ログは通常、一般の言葉に置き換えると以下のような形式を

とる。 

 学習者 Aが、開始した、テスト 101、何時何分何秒 

 学習者 Aが、解答した、テスト 101 の問 1、正解、経過時間何分何秒 

 これらの構文における各項目は、2020 年 10 月に文部科学省が公表した教育データ標準の枠組
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みとして示されている「主体情報」、「活動情報」、「内容情報」に相当する5。 

 これらの学習行動を記録したスタディ・ログをシステム間で交換するために、国際的にもデー

タ形式やデータ転送プロトコルの標準化作業が進んでいる。この分野の規格の代表的なものとし

て、ADL (Advanced Distributed Learning) が制定している xAPI (eXperience API)6  と、

IMSGlobal Learning Consortium が制定している Caliper Analytics7がある8。 

 有識者を交えて両者の比較検討を行った結果、日本の初等中等教育における学習行動を記録す

るときの柔軟性や、これまでの実践活動を通じた知見の蓄積などを踏まえ、学習 e ポータルをハ

ブとしたスタディ・ログの蓄積や交換を行うときには、xAPI を採用することとした。両規格の

概要や特徴、またプロファイルと呼ばれるフォーマットの定義は、「6.2. 令和 2 年度プロトタイ

プにおける MEXCBT とのスタディ・ログ連携仕様」を参照いただきたい。 

 なお、2022 年に公開が予定されている xAPI の次期バージョンである version2.0 は、世界的

な技術標準化団体である IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) の規格として

採用される見込みである。9 

 xAPI の仕様に関しては以下を参照すること。 

 https://github.com/adlnet/xAPI-Spec 

 

 

3.2. その他の関連技術規格 

 その他、学習 e ポータルに関連する技術規格としては次のようなものがあるが、それぞれ参考

として挙げるものであり、本標準モデルとして何ら特別な規定をするものではない。 

 

3.2.1. Learning Tools Interoperability Version 1.1（LTI1.1） 

 前述のとおり、令和 2 年度のプロトタイプではこの LTI1.1 を利用している。なお、LTI1.3 は

LTI1.1 の上位互換ではない。 

 LTI1.1 に関しては以下を参照すること。 

 http://www.imsglobal.org/specs/ltiv1p1 

 

3.2.2. Open ID Connect 

 Open ID Connect の日本語仕様に関しては以下を参照すること。 

 https://www.openid.or.jp/document/ 

 

3.2.3. OAuth2.0 

 OAuth2.0 に関しては以下を参照すること。 

 
5  https://www.mext.go.jp/content/20201016-mxt_syoto01-000010374_1.pdf 
6 https://adlnet.gov/projects/xapi/ 
7 http://www.imsglobal.org/activity/caliper 
8 https://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag000000vm70-att/5909ewg07.pdf 
9 IEEE to Standardize xAPI v2.0 as an International Standard, https://adlnet.gov/news/2021/10/20/IEEE-to-

Standardize-xAPI-v2.0-as-an-International-Standard/ 
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 https://oauth.net/2/ 

 

3.2.4. APPLIC 教育情報アプリケーションユニット標準仕様「校務基本情報データ連携 小中

学校版」V2.0 

 本仕様に関しては以下を参照すること。 

 https://www.applic.or.jp/2020/stand/APPLIC-0002-2019/APPLIC-0002-2019-11/ 

 APPLIC-0002-2019-11-00.pdf 

 

3.2.5. OneRoster Version 1.1（OneRoster1.1） 

 OneRoster1.1 に関しては以下を参照すること。 

 https://www.imsglobal.org/oneroster-11-introduction 

  

https://www.applic.or.jp/2020/stand/APPLIC-0002-2019/APPLIC-0002-2019-
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4. 学習 e ポータルの利用者及びユースケース 

4.1. 学習 e ポータルの利用者 

学習 e ポータル標準モデルに基づくソフトウェアは、学習者自身が活用することに加え、教師

を始め様々な属性の利用者が想定される。これら利用者は、学習 e ポータル標準モデルに基づく

ソフトウェアにログインし、各機能を利用する一次利用者と、学習 e ポータルをハブとして蓄積

されたデータを匿名化した形で分析・活用し、研究や政策立案に用いる二次利用者に分けられる。 

一次利用者のうち、学習者及び教師は必須利用者とする。 

 

表 4-1 学習 e ポータルの利用者種別（一次利用者） 

利用者種別 必須 概要 学習 eポータルの利用場面 

学習者 必須 初等中等教育の学校で学ぶ児童生徒 学校での学習 

自宅での学習 

教師や他の学習者とのコミュニケーション 

教師 必須 学校において学習者を指導・支援す

る教師 

学習者の学校での学習の指導・支援 

学習者の自宅での学習の指導・支援 

学習者の学習状況の確認 

保護者とのコミュニケーション 

学校 推奨 校長、教頭、主幹教諭など、学校の

運営や、学校全体・学年全体の指導

方針を決定し、その実施状況に責任

を持つ立場の利用者 

指導方針の決定 

指導方針に基づく学習者の学習状況の確認と

改善 

教師の指導状況の確認と改善 

学校で用いる教科書・教材等の管理 

保護者とのコミュニケーション 

学校設置者

（教育委員

会、学校法

人、国立大

学法人等） 

可 各自治体の公立学校を統括する教育

委員会の利用者等 

自治体や法人単位での教育に関する事務 

テストや学力調査等の実施 

自治体や法人単位での教育水準の底上げ・均

質化 

保護者 可 学習者の保護者 学習者の学習状況の確認 

自宅での学習の指導・支援 

学校や教師とのコミュニケーション 
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表 4-2 学習 e ポータルの利用者種別（二次利用者） 

利用者種別 必須 概要 学習 eポータルの利用場面 

研究者 可 スタディ・ログ等を活用し、教育効

果の測定や教育手法の研究開発を行

う研究者 

匿名化されたスタディ・ログを活用した分

析・研究 

国 可 文部科学省及び国立教育政策研究所 公教育に関わる政策立案 

匿名化されたスタディ・ログを活用した分

析・研究 

 

 

4.2. ユースケース 

一次利用者が学習 e ポータル標準モデルに基づくソフトウェアを利用するユースケースを示す。

これらユースケースについては、学習 e ポータル単体で実施するだけではなく、学習 e ポータル

経由で様々な学習ツールを利用すること、および学習 e ポータルと接続された学習ツールから取

得したスタディ・ログあるいは他の情報を学習 e ポータル側で活用することによって実施するこ

とを想定する。 

また以下に示すユースケースは学習 e ポータルの利用場面を幅広くとらえたものであり、すべ

て実現することは必須ではない。学習 e ポータルの提供者により、実現するユースケースを取捨

選択することが認められる。 

 

4.2.1. 学習者（授業での学習に関するユースケース） 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

授業で一斉テストを

受け、その結果を確

認する 

学習者は授業時間に一人一台の端末を用いて、MEXCBT あるいは他の CBTで実施され

る一斉テストを受検する 

テスト結果は自動的に採点される 

採点完了後、学習者が学習 eポータルでテスト結果にアクセスし、点数や各設問の正

誤を確認する 

（教師は一斉テストで理解度が低い学習者をダッシュボードで確認し、その内容を個

別指導等に活用する）  

教科書で学んだ内容

を小テストで確認す

る 

学習者は一人一台の端末を用いて、デジタル教科書で学んだ内容に関する小テストを

受検し、その正誤や解説を確認する 

（教師は小テストで理解度が低い学習者をダッシュボードで確認し、その内容を個別

指導等に活用する）  

学習 eポータルを利

用して授業を受ける 

学習者は一人一台の端末を用いて、学習 eポータルからデジタル教科書やデジタル教

材等にアクセスし、授業を受ける 

学習 eポータルの時間割からデジタル教科書等にアクセスしたり、授業科目のデジタ

ル教科書を呼び出して該当ページに移動したり、教科書と関連したデジタル教材の演

習を解いたりするなど、多様なアクセス方法が可能  

オンラインでグルー

プ学習を行う 

学習者はオンラインツールを利用し、様々なデジタル教材やネット上の情報にアクセ

スし、グループで話し合ったり共同で成果物を作成したりして、グループ学習を行う  
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教材を評価する 学習者は単元ごとに、利用したデジタル教材、学習動画等について評価し、その内容

を登録する  

学習 eポータルで読

書する 

学習者は電子図書館や電子書籍ビューアを利用し、読みたい本を探し、読書する  

 

 

4.2.2. 学習者（在宅等、学校外での学習に関するユースケース） 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

宿題を行う 学習者は学習 eポータル経由で教師が指導計画に基づき課す家庭学習の課題（宿題）

にアクセスし、宿題を行う  

学習 eポータルを利

用して自主的に学習

する 

学習者は学習 eポータルから自分の弱点や伸ばしたいところ等を確認し、関連するデ

ジタル教科書やデジタル教材等にアクセスし、自主的に学習（予習・復習を含む）を

行う 

学習 eポータルの時間割からデジタル教科書等にアクセスしたり、授業科目のデジタ

ル教科書を呼び出して学んだり、関連するデジタル教材やネット上のコンテンツにア

クセスして学んだりするなど、多様な学習方法が可能  

クラスの授業にオン

ラインで参加する 

不登校・院内学級などで、学校に来ていない学習者が、オンラインで授業に参加する 

授業がオンラインで視聴できるほか、教師から個別指導を受けたり、発言したり、テ

ストを解いたりすることも可能  

教材を評価する 学習者は単元ごとに、利用したデジタル教材、学習動画等について評価し、その内容

を登録する  

 

 

4.2.3. 教師（学習者の指導に関するユースケース） 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

学習者に一斉テスト

を受けさせ、採点及

び結果の確認を行う 

教師は一斉テストの問題を各学習者に登録し、一斉テスト時に学習者がアクセスでき

るようにする 

教師はテストの時間に学習者にテストへのアクセスを指示し、学習者に一斉テストを

受検させる 

教師はテスト終了後、自動採点できない設問について採点する 

教師はテスト結果をダッシュボードで確認し、必要に応じ個別指導等に活用する  

学習者に小テストを

受けさせ、結果を確

認する 

教師は小テストの問題を登録し、学習者がアクセスできるようにする 

教師は授業中に学習者に小テストへのアクセスを指示し、学習者に小テストを受検さ

せる 

教師は授業中にテスト結果をダッシュボードで確認し、必要に応じ個別個別指導等に

活用する  

デジタル教科書を活

用して授業を行う 

教師は学校で、デジタル教科書を活用して授業を行う。学習者は一人 1台の端末でデ

ジタル教科書を利用する  
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デジタル教材を活用

して授業を行う 

教師は学校で、デジタル教材を活用して授業を行う。学習者は一人 1台の端末でデジ

タル教材を利用する  

テスト問題を作成

し、学習 e ポータル

に登録する 

教師は自作のテスト問題を CBTに登録し、学習 eポータルで学習者情報や科目情報と

紐づけ、学習者が回答できるようにする  

デジタル教材を学習 e

ポータルに登録する 

学校（管理職または教師等）は、授業や宿題等で利用するデジタル教材を学習 eポー

タルに登録し、教科や教科書の単元、時間割等と紐づけを行い、デジタル教科書と連

携して利用できるようにする  

ICTを活用した授業を

行う 

教師はオンラインツールやデジタル教科書、デジタル教材等を活用し、授業を行う  

学習者に宿題を出す 教師は指導計画に基づき、学習者に家庭学習（宿題）を課す。その際、学習者の特性

や学習進度等に応じて個別の学習を課すこともできる 

（学習者は学習 eポータルから宿題にアクセスし、宿題を行う） 

教師はダッシュボードで一人一人の宿題の実施状況や成果を把握する  

個別学習・個別指導

を行う 

教師は学習者に個別に、デジタル教科書の単元等の学ぶ箇所と、それに対応したデジ

タル教材、演習問題等を示す 

（学習者は示された教材や演習問題を解く） 

教師はダッシュボードで一人一人の解答状況や成果を確認し、その内容を個別指導等

に活用する  

オンラインツールを

活用してグループ学

習を行う 

教師はクラスの学習者をグループ別に編成し、オンラインツールを活用してグループ

学習を行う 

授業終了後、スタディ・ログ等を評価（クラス全体、グループ、個人単位）に活用す

る  

指導案を共有する 教師が授業の指導案を学習 eポータルに登録し、他の教師が利用できるようにする  

 

 

4.2.4. 教師（教員事務に関するユースケース） 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

時間割を作成する 各学年において履修する教科・科目、教科・科目ごとの授業時数等から、クラスごと

の時間割の作成を行う  

評価材料として活用

する 

教師はテスト結果や宿題の提出状況、授業中のスタディ・ログ、学習者の学習状況を

一覧できるダッシュボード等を、学習者一人一人の学習評価の評価材料の一つとして

活用する  

学習者の出欠を確認

する 

教師は学習者の出欠状況を確認し、管理する  

補習を計画する 学習者の学習状況を確認し、必要に応じて補習等の計画を立てる  
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保護者の承諾が必要

な手続きについてオ

ンラインで承諾を得

る 

保護者にメッセージを通知し、オンライン上に用意された手続ページ等に保護者が必

要事項を記入したり、承認手続きを行ったりすることにより、必要な承諾を得る  

保護者への情報伝達

を行う 

保護者にメッセージを通知し、必要な情報伝達を行ったり、ファイル添付やクラウド

のファイル共有機能等を用いて写真等の配布を行ったりする  

 

 

4.2.5. 学校 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

教員情報を管理する  

教育委員会の担当者は毎年 1回、自治体内の教員情報を確認し、内容変更があった場

合は教員情報の登録・削除・変更、および学校への紐付けを行う 

また教員の退職・休職・採用等があった場合、随時その内容を反映する  

クラスごとの学習状

況を分析し、指導方

針を検討する 

学校（管理職等）は、学習者一人一人やクラスごとの学習状況（テストや学力調査等

の結果、宿題の提出状況、小テスト等の結果、等）を分析し、クラスごとの指導改善

や、学習者一人一人の指導方針の検討に活用する  

デジタル教材を学習 e

ポータルに登録する 

学校（管理職または教師等）は、授業や宿題等で利用するデジタル教材を学習 eポー

タルに登録し、教科や教科書の単元、時間割等と紐づけを行い、デジタル教科書と連

携して利用できるようにする  

教科書・教材情報を管

理する 

学校の担当者は、教育委員会と分担しつつ学習 eポータル経由で学習者が使用できるデジ

タル教科書や教材の情報を登録し、学校・学年との紐づけを行う 

 

 

 

4.2.6. 学校設置者 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

教員情報を管理する

（※ 学校の実施項

目と同一） 

教育委員会の担当者は毎年 1回、自治体内の教員情報を確認し、内容変更があった場合

は教員情報の登録・削除・変更、および学校への紐付けを行う 

また教員の退職・休職・採用等があった場合、随時その内容を反映する  

学習者情報を管理する 

教育委員会の担当者は毎年 1回、自治体内の学習者情報を確認し、入学・卒業した学習者

及び変更があった学習者の情報登録・削除・変更、および学校への紐づけを行う 

また学習者の転出入等があった場合は、随時その内容を反映する  

教科書・教材情報を管

理する 

教育委員会の担当者は学校と分担しつつ、学習 eポータル経由で学習者が使用できるデジ

タル教科書や教材の情報を登録し、学校・学年との紐づけを行う  
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テストや学力調査等の

実施計画を立てる 

教育委員会の担当者、または学校（管理職等）は、テストや学力調査等の実施計画を立案

し、スケジュールおよび実施するテスト問題を学習 eポータルに登録する 

また、スケジュールやテスト問題を学校等に通知する  

テストや学力調査等の

結果を分析し、指導改

善方策を検討する 

教育委員会の担当者、または学校（管理職等）は、テストや学力調査等の結果を分析し、学

校全体の指導改善や、教師一人一人の指導改善方策を検討する  

学校情報を管理する 
教育委員会の担当者は毎年 1回、自治体内の学校情報を確認し、内容変更があった場合

は学校情報の登録・削除・変更を行う  

 

4.2.7. 保護者 

ユースケース 

ユースケース名 概要  

保護者が子供の学習

状況を把握する 

保護者は学習 eポータルのダッシュボードで、子供のテスト結果、単元ごとの学習状

況等を確認し、家庭での学習指導に活用する  

学校からの連絡・通

知を受け取る 

保護者は学習 eポータル経由で学校からの通知や連絡を受け取る 

保護者から学校や教師に対する連絡等も行うことができる 

 

日本語が不自由な保

護者（外国人等）が

翻訳された状態で学

校から連絡・通知を

受け取る 

保護者が学習 eポータルで言語を指定することにより、メニュー等が指定した言語で

表示され、教師や学校からの通知内容が自動的に翻訳されて表示される 
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5. 学習 e ポータルの機能要件 

5.1. 学習 e ポータルの機能一覧 

学習 e ポータルの機能要件を挙げる。学習 e ポータルはデジタル学習環境のハブであり、他の

コンポーネントと連携して機能を実現することでもかまわない。これら機能には、すべての利用

者が使用する「基盤機能」と、利用者種別ごとに提供される「利用者別機能」に分けられる。 

また学習 e ポータルが提供する機能は、「必須機能」「推奨機能」または「その他」のいずれか

に位置づけられる。「必須機能」は学習 e ポータルが必ず備えなければならない機能であり、「推

奨機能」は学習 e ポータルとして必須ではないが、備えることが望ましい機能である。 

 

表 5-1 学習 e ポータル機能一覧 

 機能分類 必須有無 概要 

基盤 

機能 

アカウント管理／ユーザ

ー認証 必須 

 ユーザーのアカウント情報を管理し、ID／パスワー

ドあるいはその他の方法により、ユーザーの認証を

行うこと（外部の IdP と連携して認証を行ってもか

まわない） 

MEXCBTとの連携 

必須 

 学習 e ポータルが LTI Platform として、LTI Tools

機能を持つ MEXCBT を呼び出せること 

 MEXCBT から、標準に基づき xAPI フォーマット

で記録されたスタディ・ログを受け取れること 

各種学習ツールとの連携 

必須 

 学習 e ポータルが LTI Platform として、LTI Tools

機能を持つ各種の学習ツールを呼び出せること (各

種の学習ツールを、LTI 以外の方法で呼び出して連

携してもかまわない) 

 呼び出した各種の学習ツールから、標準に基づき

xAPI フォーマットで記録されたスタディ・ログを

受け取れること 

OS や各種学習ツールとの

シングルサインオン 
推奨 

 OS やさまざまな学習ツールとシングルサインオン

できること (形式は問わない) 

学習者側

機能 

時間割/スケジュール管

理 
推奨 

 学習者自身の時間割やスケジュールが表示されて管

理できること 

学習者用マイページ 推奨 
 学習 e ポータルにログインすると、学習者個別のペ

ージが用意されること 

デジタル教科書との連携

機能 

推奨10 

※将来的

には「必

須」に移

行 

 デジタル教科書が登録されており、マイページ（及

び時間割等）から容易にアクセスできること 

 デジタル教科書ビューアと連携し、SSOでデジタル

教科書を利用できること 

学習ツール利用 

推奨 

 デジタル教材等が登録されており、マイページ（及

び時間割等）から容易にアクセスできること 

 各教材アプリ等と連携し、SSOで教材を利用できる

こと 

テスト 必須 
 教師に指定された、あるいは学習者自身が選択した

MEXCBT 上のテストにアクセスし、テストを受検

 
10 現状はデジタル教科書側が学習 e ポータルとの連携に対応していないため「推奨」とするが、基盤機能で必須

とされている「各種学習ツールとの連携」機能に対応したデジタル教科書が採用された場合は、直ちに連携可能

になることが求められる。 
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し、テスト結果を確認できること 

ダッシュボード 推奨 
 学習 e ポータル経由で受検した CBT のテスト結果

等を、ダッシュボード形式で横断的に見られること 

教師側機

能 

生徒情報管理 
必須 

 学習者情報を登録・管理できること 

 時間割やスケジュール情報、使用する教科書・教材

情報の紐づけもできることが望ましい 

テスト管理 必須 
 MEXCBT 上のテストを選択して学習者に割り当て

られること 

テスト結果閲覧 必須 
 MEXCBT 上で受検したテスト結果を閲覧できるこ

と 

ダッシュボード 推奨 
 学習者が受検した CBT のテスト結果等を、ダッシ

ュボード形式で横断的に見られること 

 

 

5.2. 各機能の詳細 

5.2.1. 基盤機能 

アカウント管理／ユーザー認証 

本機能は必須機能（MUST）である 

i. 学習 e ポータル利用者のアカウント情報として、ユーザーID 及びユーザー属性等の必

要情報を保持し、システム管理者や権限を与えられたユーザーが登録・修正・削除でき

ること。 

ii. 利用者が学習 e ポータルの利用を開始する際に、ID／パスワードあるいはその他の方法

により、ユーザーの認証を行うこと。認証は学習 e ポータル内で実施する他、外部の

IdP と連携して認証を行うことも認める。 

 

以下の機能は推奨機能（Recommend）である 

i. ユーザー情報として学習 e ポータルが必要と認める項目を定め、保持してよい。 

 

MEXCBT との連携 

本機能は必須機能（Must）である 

i. 学習 e ポータルが LTI Platform として、LTI Tools 機能を持つ MEXCBTを呼び出せる

こと。 

ii. MEXCBT から、標準に基づき xAPI フォーマットで記録されたスタディ・ログを受け

取れること。 

 

各種学習ツールとの連携 

本機能は必須機能（Must）である 

i. 学習 e ポータルが LTI Platform として、LTI Tools 機能を持つ各種学習ツール（デジタ

ル教科書、デジタル教材など）を呼び出せること。各種の学習ツールを、LTI 以外の方

法で呼び出して連携してもかまわない。 

ii. 呼び出した各種の学習ツールから、標準に基づき xAPI フォーマットで記録されたスタ
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ディ・ログを受け取れること。 

 

OS や各種学習ツールとのシングルサインオン 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. OS との間、また各種の学習ツールとの間で、できるだけ新たなログイン操作を行うこ

となしに利用できること。シングルサインオン実現のための技術規格は問わない。 

 

5.2.2. 学習者側機能 

時間割/スケジュール管理 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. 学習者の時間割やスケジュールが表示されること。 

ii. 時間割やスケジュールに示されたそれぞれの授業について、その授業で用いるデジタル

教科書や、CBT のテスト等がリンクとともに表示され、リンクをクリックすることに

より当該のデジタル教科書や CBT のテストを表示できること。 

 

学習者用マイページ 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. 学習者が学習 e ポータルにログインしたとき、その学習者のマイページが表示されるこ

と。 

ii. マイページに、利用者自身の時間割やスケジュール、利用者が利用可能なデジタル教科

書や教材、テストやその結果へのリンクなど、学びに必要な情報を掲載できること。 

 

デジタル教科書との連携機能 

本機能は推奨機能（Recommend）である ※将来的には必須機能（Must）とする 

i. 設定されたデジタル教科書へのリンクをクリックすることにより、デジタル教科書を利

用できること。 

ii. デジタル教科書を利用できる状態にする際に、教科書目次や学習指導要領コードなどで

指定された特定個所を閲覧できる状態にできるとよい。 

iii. 学習 e ポータルがデジタル教科書からスタディ・ログを取得できること。 

 

デジタル教材利用 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. 設定されたデジタル教材やドリル、CBT などさまざまな学習ツールへのリンクをクリ

ックすることにより、その学習ツールを利用できること。 

ii. 学習ツールを利用できる状態にする際に、学習指導要領コードなどで指定された特定個

所を直接利用できる状態にできるとよい。 

iii. 学習 e ポータルが学習ツールからスタディ・ログを取得できること。 
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テスト 

本機能は必須機能（Must）である 

i. 利用者が学習 e ポータルに設定された MEXCBT へのリンクをクリックすることにより、

リンクで示された MEXCBT のテストを受検できる状態にすること。 

ii. 利用者が学習 e ポータルから MEXCBT を呼び出してテストを受検したとき、テスト完

了後に MEXCBT からテスト結果を受け取り、受検者と紐づけてテスト結果を保管する

こと。 

iii. 利用者がテストを完了して MEXCBT を終了したのち、学習 e ポータル上でテスト結果

を確認できること。 

 

ダッシュボード 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. 学習 e ポータルが MEXCBT やデジタル教科書、各種の学習ツールから取得したスタデ

ィ・ログ等を、学習者にわかりやすい形式で表示できること。 

 

5.2.3. 教師側機能 

生徒情報管理 

本機能は必須機能（Must）である 

i 適切な権限を持つ者が学習者の情報について登録・修正・削除ができること。 

 

以下の機能は推奨機能（Recommend）である 

i 学習者情報を、学習 e ポータルと連携している校務支援システム等から取得し、更新で

きるとよい。 

 

テスト管理 

本機能は必須機能（Must）である 

i MEXCBT に登録されているテストの中から学習者に受検させるテストを選択し、学習

者情報と紐づけ、必要な情報（受検日、受検者、再受検の可否、等）を登録・修正・削

除できること。 

ii 学習者が当該テストを受検したかどうかを確認できること。 

 

テスト結果閲覧 

本機能は必須機能（Must）である 

i 学習 e ポータル経由で受検した MEXCBT のテスト結果を閲覧できること。 

 

ダッシュボード 

本機能は推奨機能（Recommend）である 

i. 学習 e ポータルが MEXCBT やデジタル教科書、各種の学習ツールから取得したスタデ
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ィ・ログ等を、教師にわかりやすい形式で表示できること。 

 

5.3. 学習 e ポータルと連携する学習ツールや周辺システム 

学習 e ポータルは、1 章に示したように次世代デジタル学習環境 (NGDLE) の概念に基づいて

デザインされており、ブロックを組み合わせるように、その学習者に最適なデジタル学習環境を

組み上げる。また学習 e ポータルはこのデジタル学習環境における、スタディ・ログの連携や認

証・認可、学習者情報の共有などにおけるハブの役割を果たす。 

ブロックを組み上げるためには、接合面の標準化が必要である。学習 e ポータルとそれぞれの

学習ツールや連携するシステムとの間では、連携規格が定義されて共有されるが、学習ツールや

周辺システム内部の設計は自由である。 

学習 e ポータルと連携して動作することが想定されている学習ツールや周辺システムには次の

ようなものがある。 

 

表 5-2 学習 e ポータルと連携する学習ツールや周辺システム 

連携対象 
必須

有無 
概要 要件 

MEXCBT 
必須 

 文部科学省が提供する CBT シス

テム 

 LTI でログイン操作なしに呼び出し、結

果のスタディ・ログを標準に基づいた

xAPI 形式で受け取る。 

デジタル教科書 

推奨

11 

 (連携する学習ツールとして見る

と) デジタル教科書ビューア 

 デジタル教科書ビューアがLTI Tools機能

を持てば、MEXCBT 同様にログイン操

作なしに呼び出すことができる。ほかの

技術規格で連携してもかまわない。 

 スタディ・ログは、標準に基づいた xAPI

形式で受け取ることが想定される。 

各種デジタル教

材、ドリル、

CBT、ツールなど 推奨 

 授業や家庭学習で利用するさま

ざまなデジタル教材やドリル、

CBT、ツールなど 

 これらの学習ツールがLTI Tools機能を持

てば、ログイン操作なしに呼び出すこと

ができる。ほかの技術規格で連携しても

かまわない。 

 スタディ・ログは、標準に基づいた xAPI

形式で受け取ることが想定される。 

LRS 

（Learning 

Record Store） 必須 

 学習 e ポータルをハブとして連

携させたスタディ・ログを蓄積

するためのストレージ 

 学習 e ポータル内部にスタデ

ィ・ログの蓄積機能を持って

も、外部の LRS を利用してもか

まわない 

 xAPI 形式で蓄積することを想定するが、

xAPI 形式に戻すことができるのであれ

ば、他の形式で保持してもかまわない。 

校務支援システム 

その

他 

 校務を支援するための情報シス

テム 

 校務支援システムと情報をやり取りする

規 格 と し て は 、 APPLIC 標 準 や

OneRoster がある。校務支援システム側

も、APPLIC 標準や OneRoster に対応し

ていることが要件となる 

 
11 学習 e ポータルの標準モデルの策定後、デジタル教科書が学習 e ポータルに対応することになるため、現時点

では「推奨」としているが、学習 e ポータル側では将来デジタル教科書側が連携対応した際に直ちに連携可能に

なるよう、インタフェースを用意しておくことが求められる。 
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図 5-1 学習 e ポータルとの接続インタフェース概念図 

  

学習eポータル

MEXCBT

デジタル教科書

校務支援システム

LRS

LTI

APPLIC標準仕様、OneRoster等

LRS

xAPI

デジタル教材

LTI または 他の技術標準

xAPI

LTI または 他の技術標準

xAPI

（LRSは学習eポータル内部、外部サービスのどちらも可とする）
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6. 学習ツールとの連携技術仕様 

 ここでは、学習 e ポータルとデジタル教科書・教材やツールなどの各種デジタル学習ツールが

連携して動作するための技術仕様を示す。 

 令和 3 年 11 月 (R3Phase1) 段階では、学習 e ポータルと標準仕様に基づいて連携している学習

ツールは国が運営する CBTである MEXCBTのみである。令和 4 年度以降、MEXCBTとの連携

技術仕様をベースとして、デジタル教科書・教材やツールなどのさまざまな学習ツールとの連携

が行われることが見込まれている。 

 令和 2 年度の事業では、学習 e ポータルから MEXCBT を呼び出す接続の方法として、LTI1.1

を採用していた。令和 3 年度事業では、機能が拡充しセキュリティが強化された LTI1.3 へのバ

ージョンアップを行った。 

 スタディ・ログの連携に関しては、xAPI を採用している。令和 2 年度は MEXCBT 内の情報

を xAPI フォーマットでまとめるスタディ・ログコンバーターのプロトタイプを作成し検証を行

った。6.2 に、その技術仕様を記載する。令和 3 年度末までには、xAPI のスタディ・ログを学習

e ポータル標準モデルに基づくさまざまなソフトウェアが受け取り、表示や分析に活用すること

が想定されている。また、学習 e ポータルが MEXCBT 以外の学習ツールと連携する場合も、こ

の仕様を基にプロファイルを拡張し、それを標準モデルとして活用することが想定されている。 

 
 

連携するツール 連携 

技術規格 

スタディ・ログ スタディ・ログ

技術規格 

R2 MEXCBT のみ LTI1.1 プロトタイプのみで 

実際の連携は行わず 

xAPI 

R3 

Phase1 

MEXCBT のみ LTI1.3 プロトタイプのみで 

実際の連携は行わず 

xAPI 

R3 MEXCBT のみ LTI1.3 API による連携 xAPI 

R4 MEXCBT を始めと 

する各種学習ツール 

LTI1.3 API による連携 xAPI 

R2, R3, R4 はそれぞれ令和 2, 3, 4 年度の事業を示す 
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6.1. 令和 3 年度 Phase1 時点での MEXCBT との接続仕様 

LTI 技術標準は、中心となる LTI Core 仕様と様々な連携機能の充実を目的とした拡張仕様群

で構成される。これら仕様群のうち、令和 3 年度版の MEXCBTでは以下を採用している。 

 

表 6-1 MEXCBT（機能拡充版）で採用した LTI 技術標準仕様  

標準仕様名 採用有無 対象ユースケース 

LTI Core 1.3 

〇 

 学習 e ポータルからの MEXCBT テストの

起動 

 学習 e ポータルからの MEXCBT 解答結果

画面の起動 

Deep Linking 2.0 

〇 

 学習 e ポータルからの MEXCBT 問題検索

画面の起動 

 MEXCBT 問題検索画面でユーザーが選択

した問題情報の学習 e ポータルへの返却 

Assignment and Grade 

Services 2.0 
〇 

 受検結果（点数情報等）の MEXCBT から

学習 e ポータルへの書き戻し 

Names and Role Provisioning  

Services 2.0 
‐ 

（採用なし） 

 

なお、LTIの概念では、学習 eポータルがLMS（Platform）、MEXCBTが学習ツール（Tool）

に相当する。 

 

6.1.1. MEXCBT テストの選択 

 MEXCBT は、教員等のユーザーが MEXCBT 上に搭載された問題を検索、選択し、学習 e ポ

ータルを用いて学習者に配信できるよう、問題検索画面を提供する。 

 学習 e ポータルは MEXCBT 問題検索画面を LTI Deep Linking Request 仕様に沿って起動す

る。学習 eポータルは Deep Linking Request 仕様を用いてログイン中のユーザーの IDや役割、

所属情報を MEXCBT に送信し、MEXCBT は受信した情報に基づいて検索の制御等を行う。 
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図 6-1 MEXCBT テストの選択 

 

 次に、ユーザーが MEXCBT 上で利用したい問題を選択したら、今度は MEXCBT が Deep 

Linking Response 仕様に沿って選択された問題の情報を学習 e ポータルに返却する。この Deep 

Linking Response の通信には、問題の名称や起動するための URL のほか、問題ごとの利用可能

期間や受検可能な回数等の情報が含まれる。 

問題検索画面の起動時に学習 e ポータルが MEXCBT に送信する主な情報は次の通り。 

 

表 6-2 学習 e ポータルが問題検索画面の起動時に送信する主な情報 

送信する情報 詳細 

ユーザーID UUID による、受検者を識別する ID 

役割 (ロール) LTI 仕様で定義されたロール語彙 

Instructor (教員)、Learner (学習者) など 

配備 ID 文部科学省 学校コード等に基づいたログイン中のユーザーの所属組織を識

別する ID 

 

また、送信するデータのサンプルは次の通り。ここではデコード済みの JWT ペイロードのみ

を示す。送信するパラメータの一覧は別添資料 LTI 1.3 パラメータ一覧を参照。 
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Deep Linking Request サンプル（ペイロード部分のみ） 

 

 

問題が選択された際、MEXCBT が学習 e ポータルに送信する主な情報は次の通り。 

 

表 6-3 MEXCBT が問題選択時に送信する主な情報 

種別 送信する情報 

基本情報 問題の起動 URL 

問題のタイトル 

提供開始日時・提供終了日時 

採点に関する情報 満点 

解答結果の確認に関する情報 解答結果画面の起動 URL 

 

また、送信されるデータのサンプルは次の通り。ここではデコード済みの JWT ペイロードの

みを示す。問題の選択時に Deep Linking Responseを用いて送信されるパラメータの一覧は別添

資料 LTI 1.3 パラメータ一覧を参照。 

 

  

{ 
  "iss": "https://example-platform.com", 
  "sub": "afa038a9-4717-11eb-ba87-6b492f12c9ba", 
  "aud": [ 
    "MDAwMDAx" 
  ], 
  "exp": 1639825232, 
  "iat": 1639824932, 
  "nonce": "nonce61bdbe246a0727.58306820", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/message_type": "LtiDeepLinkingRequest", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/version": "1.3.0", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/deployment_id": "S_C113210000010", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/target_link_uri": 
"https://ltiproxy.mexcbt.mext.go.jp/Lti/ExaminationLaunch", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/roles": [ 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/institution/person#Faculty", 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/membership#Instructor" 
  ], 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/context": { 
    "id": "c1d887f0-a1a3-4bca-ae25-c375edcc131a", 
    "title": "6年 1組 MEXCBT 練習用" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-dl/claim/deep_linking_settings": { 
    "deep_link_return_url": "https://example-platform.com/lti/deeplinkingreturn", 
    "accept_types": [ 
      "ltiResourceLink" 
    ], 
    "accept_presentation_document_targets": [ 
      "window" 
    ], 
    "data": "39cac866-1b0e-4d91-9636-88ed73c63ffa" 
  } 
} 
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Deep Linking Response サンプル（ペイロード部分のみ） 

 

{ 
  "iss": "MDAwMDAx", 
  "aud": [ 
    "https://example-platform.com" 
  ], 
  "exp": 1639826413, 
  "iat": 1639825813, 
  "nonce": "noncefc9b6b7cc52df12e0e46fb6193b6978a73a347da42503e36e8c3c45bdab0eb01", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/deployment_id": "S_C113210000010", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/message_type": "LtiDeepLinkingResponse", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/version": "1.3.0", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-dl/claim/content_items": [ 
    { 
      "type": "ltiResourceLink", 
      "url": 
"https://cbt01.mexcbt.mext.go.jp/ltiDeliveryProvider/DeliveryTool/launch1p3?delivery=htt
p%3A%2F%2Fcbt01.mexcbt.mext.go.jp%2Ftao.rdf%23i619ef48b3224f247891cf3a0a7d24a81a5", 
      "title": "全国学力・学習状況調査 令和２年 小６ 算数 大問１", 
      "text": "", 
      "lineItem": { 
        "scoreMaximum": 3, 
        "label": "全国学力・学習状況調査 令和２年 小６ 算数 大問１", 
        "resourceId": 
"http://cbt00.mexcbt.mext.go.jp/tao.rdf#i61ad9f9a18b4413487eece941cfdc3dae4" 
      }, 
      "available": { 
        "startDateTime": "2000-01-01 09:00:00.000", 
        "endDateTime": "2037-12-31 17:00:00.000" 
      }, 
      "window": { 
        "targetName": "", 
        "width": "1366", 
        "height": "768", 
        "windowFeatures": "height=768,width=1366,menubar=no" 
      }, 
      "https://mexcbt.mext.go.jp/lti/metadata": { 
        "testReview": { 
          "reviewableStatus": [ 
            "Submitted", 
            "Completed" 
          ], 
          "url": 
"https://cbt01.mexcbt.mext.go.jp/ltiTestReview/ReviewTool/launch1p3?delivery=http%3A%2F%
2Fcbt01.mexcbt.mext.go.jp%2Ftao.rdf%23i619ef48b3224f247891cf3a0a7d24a81a5", 
          "custom": { 
            "custom_show_score": true, 
            "custom_show_correct": true 
          } 
        }, 
        "maxAttempts": 1, 
        "academicStandardCodes": "" 
      } 
    } 
  ], 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-dl/claim/data": "39cac866-1b0e-4d91-9636-
88ed73c63ffa", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-dl/claim/errormsg": "", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-dl/claim/errorlog": "" 
} 
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学習 e ポータルは、Deep Linking Response で受信した問題情報を用いて、教員が児童生徒に

選択した MEXCBT テストへの取り組みを課したり、受検者の画面に MEXCBT テストを受検す

るためのリンクを表示したりといった機能を実現する。 

 

6.1.2. テストの受検 

学習 e ポータルは、Deep Linking Response で受信した問題情報を用いて、受検者の画面に

MEXCBT テストを受検するためのリンクを表示する。受検者によるリンクの押下を契機に、学

習 e ポータルは LTI 1.3 Core 仕様を用いて MEXCBT の問題受検画面を起動する。学習 e ポータ

ルは LTI 1.3 Core 仕様に従ってログイン中のユーザーの ID や受検したい MEXCBT テストの

URL 情報を MEXCBT に送信し、MEXCBT は受信した情報に基づいて問題受検画面をユーザー

に提供する。 

 

図 6-2 MEXCBT テストの受検 

 

 

受検開始時に学習 e ポータルが MEXCBT に送信する主な情報は次の通り。 

 

表 6-4 学習 e ポータルが受検画面起動時に送信する主な情報 

送信する情報 詳細 

ユーザーID UUIDによる、受検者を識別する ID 

役割（ロール） LTI 仕様で定義されたロール語彙 

Instructor（教員）、Learner（学習者）など 

配備 ID 文部科学省 学校コード等に基づいたログイン中のユーザ

ーの所属組織を識別する ID 

ターゲットリンク URI 起動したいテストの受検画面の URL 

教材リンク ID 学習 e ポータルに表示される MEXCBT テストのリンクの

ID 

AGS 認可スコープ https://purl.imsglobal.org/spec/lti-ags/scope/score 

（得点の書き込みを許可する認可スコープ） 

AGS ラインアイテム URL 得点の書き込みに用いる学習 e ポータルの API の URL 

 

また、送信するデータのサンプルは次の通り。ここではデコード済みの JWT ペイロードのみ

を示す。受検画面の起動時に LTI 1.3 Core 仕様 を用いて送信するパラメータの一覧は別添資料

LTI 1.3 パラメータ一覧を参照。 
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受検起動時 LTI Resource Link Request サンプル（ペイロード部分のみ） 

 

 

6.1.3. 受検結果（点数等）の書き戻し 

ユーザーによる受検が完了すると、MEXCBT は学習 e ポータルに受検結果情報を送信する。

MEXCBT は、ユーザーによる受検と解答結果の自動採点が終了したことを契機に、LTI 

Assignment and Grade Service 仕様（以下 AGS）に沿って学習 e ポータルに設けられた API を

実行し、受検結果を連携する。 

ここで送信される受検結果は、1 人の受検者が 1 つのテストの受検で得た得点の情報が主であ

り、解答内容等は含まない。解答内容や受検者の詳細な解答行動については、追って MEXCBT

スタディ・ログで連携する。 

 

  

{ 
  "iss": "https:// https://example-platform.com", 
  "sub": "b331f313-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309", 
  "aud": [ 
    "MDAwMDAx" 
  ], 
  "exp": 1639827147, 
  "iat": 1639826847, 
  "nonce": "nonce61bdc59f7c5f70.47397994", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/message_type": "LtiResourceLinkRequest", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/version": "1.3.0", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/deployment_id": "S_C113210000010", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/target_link_uri": 
"https://cbt01.mexcbt.mext.go.jp/ltiDeliveryProvider/DeliveryTool/launch1p3?delivery=htt
p%3A%2F%2Fcbt01.mexcbt.mext.go.jp%2Ftao.rdf%23i619ef48b3224f247891cf3a0a7d24a81a5", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/roles": [ 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/institution/person#Student", 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/membership#Learner" 
  ], 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/context": { 
    "id": "c1d887f0-a1a3-4bca-ae25-c375edcc131a", 
    "title": "6年 1組 MEXCBT 練習用" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/resource_link": { 
    "id": "ba629a2c-5101-11ec-bb1e-48fa0e5788a5", 
    "title": "全国学力・学習状況調査 令和２年 小６ 算数 大問１" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-ags/claim/endpoint": { 
    "scope": [ 
      "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-ags/scope/score" 
    ], 
    "lineitem": "https://example-platform.com/lti/ags/c1d887f0-a1a3-4bca-ae25-
c375edcc131a/lineitems/c4d5fef2-5101-11ec-bb1e-48fa0e5788a5" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/custom": [] 
} 
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表 6-5 受検結果情報の連携方式の比較 

連携方式 内容 データ単位 タイミング 送達方法 

LTI AGS テスト単位

の得点等 

個々の受検試

行ごと 

個々の受検者の

受検完了後すぐ 

MEXCBT が学習 e ポー

タルの API を呼び出し 

MEXCBT 

スタディ・ログ 

個々の設問

の解答内容

や滞留時間

など 

一定期間内の

受検試行分を

まとめて取得

可能 

定期的に取得 学習 e ポータルが

MEXCBT の API を呼び

出し 

 

LTI AGS では、LMS が学習者の学習結果情報を管理するための容れ物に相当するラインアイ

テムを扱うための Line Item Service, 学習ツールが LMSから学習結果を取得するための Result 

Service, 学習ツールが LMS に得点情報を書き込むための Score Publish Service の 3 種類の API

が定義されている。MEXCBTとの連携ではこのうち Score Publish Service のみを使用する。 

MEXCBT が AGS Score Publish Service を用いて学習 e ポータルに送信する主な情報は次の

通り。 

 

表 6-6 AGS Score Publish Service で送信される主な受検結果情報  

送信する情報 詳細 

ユーザーID UUID による、受検者を識別する ID 

得点 受検者の得点 

満点 当該のテストの得点の上限 

採点状態 AGS 仕様で定められた採点状態の語彙。採点完了、手動採点待ち等。 

タイムスタンプ 得点が更新された時刻 

 

また、送信されるデータのサンプルは次の通り。ここではリクエストボディのみを示す（読み

やすさのためフォーマットしたもの）。AGS Score Publish Service を用いて送信される情報の一

覧は別添資料 LTI 1.3 パラメータ一覧を参照。 

 

AGS Score Publish Service 送信データサンプル（ペイロード部分のみ） 

 

 

6.1.4. MEXCBT 解答結果画面の起動 

学習 e ポータルは、前述の Deep Linking Response で受信した解答結果画面に関連するパラメ

ーターを MEXCBT に送信することにより、MEXCBT の解答結果画面を起動することができる。 

学習 e ポータルは、AGS で受検の完了の情報を受検したことを契機に、MEXCBT の解答結果

画面へのリンクをユーザーに表示する（もしくは無効になっていたリンクを有効化する）。ユー

{ 
    "scoreGiven": 2, 
    "scoreMaximum": 3, 
    "activityProgress": "Completed", 
    "gradingProgress": "FullyGraded", 
    "timestamp": "2021-12-18T20:39:36.224+09:00", 
    "userId": "b331f313-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309" 
} 
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ザーがリンクを押下したら、学習 e ポータルは LTI 1.3 Core 仕様を用いて MEXCBTの解答結果

画面を起動する。学習 e ポータルは LTI 1.3 Core 仕様に従って受検者の ID や参照したい

MEXCBT テストの URL 情報を MEXCBT に送信し、MEXCBT は受信した情報に基づいて解答

結果画面をユーザーに提供する。 

MEXCBT では、受検者本人による解答結果画面の起動に加えて、教員が児童生徒のユーザー

ID を指定して解答結果画面を起動することも可能としている。また、同一のテストを同じユー

ザーが複数回受検していた場合、MEXCBT は最新の受検試行の解答結果を表示する。 

 

図 6-3  MEXCBT 解答結果画面の起動 

 

 

解答結果画面の起動時に学習 e ポータルが MEXCBT に送信する主な情報は次の通り。 

 

表 6-4 学習 e ポータルが解答結果画面起動時に送信する主な情報 

送信する情報 詳細 

ユーザーID UUIDによる、解答結果画面を起動するユーザーを識別す

る ID 

役割 (ロール) 解答結果画面を起動するユーザーのロール 

配備 ID 文部科学省 学校コード等に基づいたログイン中のユーザ

ーの所属組織を識別する ID 

ターゲットリンク URI 起動したいテストの解答結果画面の URL 

受検者のユーザーID 受検者のユーザーID 

受検者のロール 受検者のロール 

 

また、送信するデータのサンプルは次の通り。ここではデコード済みの JWT ペイロードのみ

を示す。受検画面の起動時に LTI 1.3 Core 仕様 を用いて送信するパラメータの一覧は別添資料

LTI 1.3 パラメータ一覧を参照。 
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解答結果画面起動時 LTI Resource Link Request サンプル（ペイロード部分のみ） 

 

 

6.1.5. 本項における参考文献 

IMS Global Learning Tools Interoperability® Core Specification v1.3 

https://www.imsglobal.org/spec/lti/v1p3/ 

 

IMS Learning Tools Interoperability® Deep Linking Specification 

http://www.imsglobal.org/spec/lti-dl/v2p0/ 

 

IMS Global Learning Tools Interoperability® Assignment and Grade Services 

{ 
  "iss": "https://example-platform.com", 
  "sub": "afa038a9-4717-11eb-ba87-6b492f12c9ba", 
  "aud": [ 
    "MDAwMDAx" 
  ], 
  "exp": 1639827882, 
  "iat": 1639827582, 
  "nonce": "nonce61bdc87e119eb1.21863209", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/message_type": "LtiResourceLinkRequest", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/version": "1.3.0", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/deployment_id": "S_C113210000010", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/target_link_uri": 
"https://cbt01.mexcbt.mext.go.jp/ltiTestReview/ReviewTool/launch1p3?delivery=http%3A%2F%
2Fcbt01.mexcbt.mext.go.jp%2Ftao.rdf%23i619ef48b3224f247891cf3a0a7d24a81a5", 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/roles": [ 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/institution/person#Faculty", 
    "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/membership#Instructor" 
  ], 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/context": { 
    "id": "c1d887f0-a1a3-4bca-ae25-c375edcc131a", 
    "title": "6年 1組 MEXCBT 練習用" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/resource link": { 
    "id": "ba629a2c-5101-11ec-bb1e-48fa0e5788a5", 
    "title": "全国学力・学習状況調査 令和２年 小６ 算数 大問１" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-ags/claim/endpoint": { 
    "scope": [ 
      "https://purl.imsglobal.org/spec/lti-ags/scope/score" 
    ], 
    "lineitem": "https://example-platform.com/lti/ags/c1d887f0-a1a3-4bca-ae25-
c375edcc131a/lineitems/c4d5fef2-5101-11ec-bb1e-48fa0e5788a5" 
  }, 
  "https://purl.imsglobal.org/spec/lti/claim/custom": { 
    "for_user_id": "b331f313-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309", 
    "for_roles": [ 
      "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/institution/person#Student", 
      "http://purl.imsglobal.org/vocab/lis/v2/membership#Learner" 
    ], 
    "custom_show_score": true, 
    "custom_show_correct": true 
  } 
} 
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http://www.imsglobal.org/spec/lti-ags/v2p0/ 

 

6.2. 令和 2 年度プロトタイプにおける MEXCBT とのスタディ・ログ連携仕様 

6.2.1. xAPI の採用理由 

スタディ・ログ連携を行うための標準的な技術仕様として、米国防総省の内部組織  ADL

（Advanced Distributed Learning）が公開した学習経験のシステム間通信に関する規格である

xAPI と、IMS Global Learning Consortium によって策定された学習履歴データの表現と授受に

関する規格である Caliper Analytics (以下 Caliper) がある。 

MEXCBT と学習 e ポータルの間でのスタディ・ログ連携仕様について検討したところ、xAPI 

形式では可能であるスタディ・ログ表現の一部について、Caliper ではストア対象から除外され

ている事例が確認された。 

本事業が想定するスタディ・ログ連携においては、学習指導要領コードへの対応等、スタデ

ィ・ログ表現の柔軟性が要求され、また過去の実証事業における xAPI の採用例も多く見られる

ことから、xAPI を採用した。 

 

 xAPI Caliper 

歴史 米国防総省の内部組織  ADL （ Advanced 

Distributed Learning）が公開した学習経験の

システム間通信に関する規格 

2013 年 1.0 発表 

最新版は、1.0.3（2016 年） 

IMS Global Learning Consortium によって策

定された学習履歴データの表現と授受に関する

規格 

2015 年 1.0 発表 

最新版は、1.2（2020 年） 

特徴 ADL 策定 SCORM（Sharable Content Object 

Reference Model）規格の後継で、SCORM が

LMS 間の教材互換性への規格であるのに対

し、xAPI は、インタフェースの規格として、

あらゆる教育サブシステム間における連携を目

的とする。 

ステートメントと呼ぶ JSON 形式でデータを表

現し、 

・Actor： 活動主体（誰が） 

・Object： 活動対象（何を） 

・Verb： 活動自体（どうした） 

を基本に、 

・Context： 活動の文脈 

・Result： 活動の結果 

・Timestamp： 活動の日時 

等の要素にて履歴を記述する。 

相互運用性へのサポートとしては、xAPI プロ

ファイル仕様によって、一律な記述、再利用、

公開・管理方法を定める。 

学習分析に関するフレームワークであり、学習

のための定量的指標や、リアルタイムでのデー

タメッセージングについても包括する仕様。 

イベントと呼ぶ JSON 形式でアクションを表現

し、 

・Actor： 人、組織、ソフトウェアアプリ      

ケーション 

・Object： イベントのタイプ毎に定めら      

れたエンティティ 

・Action： 学習活動への説明 

を基本としながら、あらかじめ定義されている

イベントタイプを参照して最も一致するもので

記述する（ニーズを満たさない場合は一般プロ

ファイルを利用）。 

メトリックプロファイルによってアクションへ

の語彙を制御、制約することで一貫した構文と

セマンティクスを確実にする。 

普 及

状況 

主に高等教育での研究用として利用されるが、

日本における実証事業等では初中等教育にも採

用実績を持つ。 

多くは、高等教育における研究用としての利

用。 

moodle 等  LMS の拡張機能活用により、

Caliper 形式のスタディ・ログを溜めることへ

のハードルは高くない。 

課題 フォーマットへの規定が Caliper と比べて厳格

でなく、スタディ・ログの相互運用、再利用性

が課題とされている。 

フォーマットの規定が厳格であり、柔軟な表現

を苦手とするとされている。 
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 なお、xAPI は 2022 年に公開される予定の version2.0 から、代表的な国際標準化団体である

IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) の規格として採用される予定である。 

 

6.2.2. xAPI のステートメント 

xAPI では、JSON で記述されたステートメントと呼ばれる構造で学習活動情報を記述する。

その構成要素は以下のとおりである。 

<actor>：誰が 

<object>：何を  

<verb>：どうしたか 

<result>：学習の結果 

<context>：学習の文脈 

 

記述例を以下に示す。 

{ 

  "actor": { 

    "name": "Sally Glider", 

    "mbox": "mailto:sally@example.com" 

  }, 

  "verb": { 

    "id": "http://adlnet.gov/expapi/verbs/completed", 

    "display": {"en": "completed"} 

  }, 

  "object": { 

    "id": "http://example.com/activities/solo-hang-gliding", 

    "definition": { 

      "name": { "en": "Solo Hang Gliding" } 

    } 

  }, 

  "result": { 

    "completion": true, 

    "success": true, 

    "score": { 

      "scaled": 0.95 

    } 

  } 

} 

出典：xAPI.com（https://xapi.com/） 

 

この記述例は、以下の内容を示している。 

actor: Sally Glider(sally@example.com) （注：ここでは人名とメールアドレス）＜が＞ 

object: Solo Hang Gliding （注：単独のハンググライダー飛行）＜を＞ 

verb: completed ＜終了した＞ 

result: completion:true ＜アクティビティは完了し＞ 

scaled: 0.95 ＜0.95 の評価で＞ 

success: true ＜試行は成功した＞ 

 

https://xapi.com/%EF%BC%89
mailto:sally@example.com
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6.2.3. xAPI プロファイルの選定 

xAPI は柔軟な規格であり、さまざまな学習活動を広く記録できる一方で、学習ツールごとに

独自の記述方法 (ステートメント) を決めてしまうと、学習行動の定義や解釈がバラバラになり、

統一して分析することができなくなってしまう。CBT であればアセスメントというように、学

習行動の大まかな分野ごとに、一般にプロファイルと呼ばれる記述方式を決めて、あらゆる学習

ツールがそれに従ってスタディ・ログを残すようにすることが望まれる。記述方法の規定を指す

用語は厳密に決められておらず、プロファイル、レシピ、xAPI プロファイルのようにさまざま

な呼び方がある。 

MEXCBT が出力するスタディ・ログの xAPI プロファイルを検討し、プロトタイプを作成し

て検証を行った。今後、MEXCBTに限らず CBTに相当する学習ツールはこの定義に従ってスタ

ディ・ログを出力することが望ましい。 

 

CBT に関する xAPI ステートメントの整理 

 プロファイル レシピ 

評価 Assessment 

（評価に関連するアイテムをキャプチャする

ためのプロファイル） 

Assessment 

（CMI インタラクションを使用して、学習

者、プレーヤーなどの能力を評価する際に使

用するレシピ） 

自律学習 xAPI-SRL 

（ 学 習 者 に よ る 自 律 学 習 （ SRL(Self-

regulated Learning)）に関するデータを連携

させるためのプロファイル） 

View control 

（学習コンテンツや特定のリソースを閲覧す

る行為に関連したアクションへのレシピ） 

 

評価 プロファイル Assessment / レシピ Assessment の内容 

Start 
（開始） 

内容 「アクター」への評価開始 

Verb http://adlnet.gov/expapi/verbs/attempted 
Object ルートアクティビティ 

Complete + Success 
（完了 + 合格） 

内容 アセスメントの完了, 評価終了 

Verb http://adlnet.gov/expapi/verbs/completed 
Object ルートアクティビティ 

Result 'success' = true 
Complete + Failure 
（完了 + 不合格） 

内容 アセスメントの完了, 評価終了 

Verb http://adlnet.gov/expapi/verbs/completed 
Object ルートアクティビティ 

Result 'success' = false 
Interaction Answered 
（解答） 

内容 解答（合否を伴わない） 

Verb http：//adlnet.gov/expapi/verbs/answered 

Object インタラクション アクティビティ 

Context ルートアクティビティに含まれる 

Result  
Interaction Answered 
Successfully 
（解答 + 合格） 

内容 解答 + 独立したインタラクションにて合格 

Verb http：//adlnet.gov/expapi/verbs/answered 

Object アイテム アクティビティ 

Context ルートアクティビティに含まれる 

Result 'success' = true 
Interaction Answered 
Unsuccessfully 
（解答 + 不合格） 

内容 解答 + 独立したインタラクションにて不合格 

Verb http：//adlnet.gov/expapi/verbs/answered 

Object アイテム アクティビティ 

Context ルートアクティビティに含まれる 

Result 'success' = false 
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自律学習 プロファイル xAPI-SRL / レシピ View control の内容 

View control 
（閲覧） 

内容 閲覧 

Verb http://id.tincanapi.com/verb/viewed 
Object 読み取り アクティビティ 

Context ルートエレメント（親エレメント） 

Timestamp アクションの実行日時 

 

なお、xAPI-SRL プロファイルには View control 以外のレシピがあり、また View control には 

viewed 以外に previewed, read, reviewedが定義されているが、現時点での学習 e ポータル標準

モデルにおいては「View control」のみを規定する。 

 

Actor の記述 

アクションの実行者で、エージェント、もしくは、グループで定義する。（エージェントとグ

ループ、双方での記述は許されない。）エージェントについては、以下の４種の何れかひとつを

選択する。 

 電子メールのアドレスにて、mailto：emailaddress の形式で記述する。 

 電子メールのアドレスを公開したくはない場合には mbox_sha1sum で記述する。 

mbox_sha1sum は、メールアドレスを暗号学的ハッシュ関数(SHA-1)で暗号化したも

の。 

mailto：mbox_sha1sum の形式で記述する。 

 エージェントを一意に識別可能な OpenID 

 LMS 等、既存システムのユーザーアカウント（アカウントオブジェクト） 

 

アカウントオブジェクトでの記述については以下の仕様が存在する。 

 システムが OpenID を採用する場合には、OpenIDプロパティを使用する。 

 個人情報への匿名性が求められる場合には、name にアカウント番号等不透明な情報の

利用が可能。 

 プロパティとして homePage と name の双方が必須であり、homePage には、アカウ

ントが存在するホームページを記述する。 

 

記述例：アカウントオブジェクトでの記述 

“actor”:{ 

"objectType":"Agent", 

"account":{ 

   "homePage":"http://www.example.com", 

   "name":"1625378" 

    } 

} 

 

グループについては、匿名グループ、もしくは、識別グループの何れかで記述する。匿名グル

ープはグループ特有の識別情報を持たないグループで、以下のように記述する。 
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記述例：匿名グループの Actor 

"actor":{ 

    "objectType":"Group", 

"name": "ad-hoc-team", 

"member":[ 

        { 

            "objectType":"Agent", 

            "name":"Taro Urashima" 

}, 

        { 

            "objectType":"Agent", 

"name":"Kintoki Sakata" 

} 

] 

} 

 

識別グループの場合は、匿名グループへの記述に対し、さらにグループ固有の識別子が必要と

される。なおグループ固有識別子は、4 種類のエージェントのいずれかで記述する。 

 

MEXCBT においては、エージェント毎に匿名性を維持したアカウントオブジェクトでの記

述形式を採用しており、その記述例を以下に記す。 

 

記述例：匿名性を維持した識別情報 
"actor":{ 

"objectType":"Agent", 
    "account":{ 
        "homePage":"http://ecl.mext.go.jp", 
        "name":"eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309" 
    } 
} 

 「eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309」は、学習者を一意に特定する UUID 

 homePage は、name アカウントを提供するシステムの IRI で UUID との組み合わせによ

って一意性が確保される仕様とされており、MEXCBT では、内部で保持する UUID とし

て MEXCBT の IRI が用いられる。 

 

Verb の記述 

アクション毎の単一な動詞を記述する。その意味情報を、IRI で記述した id、および、id で規

定した意味を人間が読める言語で記述した displayの双方で表現する。displayは、複数言語（方

言）の定義が可能である。 

 

記述例：プロファイル Assessment / レシピ Assessment，Interaction Answered 

"verb":{ 

"id":"http://adlnet.gov/expapi/verbs/answered", 

"display":{ 

    "en":"answered" 

} 

} 

 



40 

記述例：プロファイル xAPI-SRL / レシピ View control，viewed 

"verb":{ 

"id":"http://id.tincanapi.com/verb/viewed", 

"display":{ 

    "en":"viewed" 

} 

} 

 

MEXCBT においては、出題ページ内に設問が全く設定されていない場合、これを解説ページ相当

と判断し「プロファイル xAPI-SRL / レシピ View control，viewed」を適用している。 

 

 

Object の記述 

実行された物事の定義で、物事には以下が相当し、objectType で示す。 

 アクティビティ。 objectType は、Activity 

（例）ジェフはハイキングについてのエッセイを書いた。 

 エージェント、または、グループ。 objectType は、Agent, Group 

（例）ネリーはジェフにインタビューした。 

 サブステートメント、または、ステートメントへのリファレンス。 

 objectType は、SubStatement, StatementRef 

（例）ネリーは「ジェフがハイキングについてのエッセイを書いた」とコメントした。 

 

object のタイプが Activity の場合の記述例を以下に示す。 

 

記述例：プロファイル Assessment / レシピ Assessment， 

                     Interaction Answered（文字（短文）入力解答タイプ例） 

"object":{ 

    "objectType":"Activity", 

    "id":"http://www.example.com/activities/cont123/question1", 

    "definition":{ 

        " name":{ 
          en":"Ben is often heard saying: " 

        }, 

"description":{ 

     "en":"cont123, question1 [simple statement]" 

   }, 

   "type":"http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction", 

   "interactionType":"fill-in", 

"moreInfo":"http://virtualtesting.example.com/cont123/question1" 

    } 

} 

 id は、アクティビティの単一識別子で、他のアクティビティとの重複は許されない。な

お、idとして記述される IRI は実際にアクティビティへの参照用として機能することが

求められる。 

 メタデータについては definition 内に記述する。 
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 name には、人間が読めるアクティビティ名を記述する。複数言語（方言）での記述が

可能。 

 description は、アクティビティの説明。 

 type は、アクティビティのタイプで IRI で記述する。 

 interactionType には、true-false,choice,fill-in,long-fill-

in,matching,performance,sequencing,likert,numeric,other の何れかの解答タイプを記

述する。（※B として後述） 

なお、文字入力解答タイプの 場合は、fill-in か long-fill-inのどちらかとなり、単語の

一部、単語、いくつかの単語で 250 文字以下であれば fill-inを定義する。 

 正解答は、correctResponsesPattern として記述するが、明確に定義されない場合には

記述しない。 

 正解答（correctResponsesPattern）に空の情報が定義される場合は、すべての解答に

正解が無いケースとされる。 

 memoInfo には、人間が読めるアクティビティの説明への IRI を記述する。アクティビ

ティの起動方法などが含まれるケースもある。 

 

記述例：プロファイル Assessment / レシピ Assessment， 

                  Interaction Answered Successfully / Unsuccessfully， 

                  InteractionType: true-false（正誤解答タイプ） 

"object":{ 

    "objectType":"Activity", 

    "id":"http://www.example.com/activities/cont123/question2", 

    "definition":{ 

        "type":"http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction", 

        "interactionType":"true-false", 

        "correctResponsesPattern":["true"] 

    } 

} 

 

記述例：プロファイル Assessment / レシピ Assessment， 

                     Interaction Answered Successfully / Unsuccessfully， 

                     InteractionType: choice（複数選択解答タイプ） 

"object":{ 

    "objectType":"Activity", 

    "id":"http://www.example.com/activities/cont123/question3", 

    "definition":{ 

        "type":"http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction", 

        "interactionType":"choice", 

        "correctResponsesPattern":["golf[,]tetris"], 

"choices":[ 

            { 

                "id":"golf",  

                "description":{ 

            "en":"Golf Example" 

        } 
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    }, 

    { 

        "id":"facebook",  

        "description":{ 

            "en":"Facebook App" 

        } 

    }, 

    { 

        "id":"tetris",  

        "description":{ 

            "en":"Tetris Example" 

        } 

    }, 

    { 

        "id":"scrabble",  

        "description":{ 

            "en":"Scrabble Example" 

        } 

    } 

        ] 

    } 

} 

 正解答（correctResponsesPattern）が複数単語の場合は、"golf[,]tetris"のように単語

間を [,]デミリタで区切る。正解答が複数ある場合 correctResponsesPattern は、

["foo[,]bar","foo"] のような記述となるが、この場合、"foo"と"bar"が共に解答された場

合、および、"foo"のみが解答された場合に正解と判定され、"bar"のみのときには不正

解とされる例となる。 

 interactionType（後段の※A表を参照）により、正解答（correctResponsesPattern）

には、以下のパラメータの記述が可能。 

➢ case_matters：大文字／小文字の区別有無 

（interactionType: fill-in,long-fill-in） 

➢ order_matters：アイテムの順序が重要か否か 

（interactionType: fill-in, long-fill-in, performance） 

➢ lang：入力可能な言語の制限 

（interactionType: fill-in, long-fill-in, performance） 

 

記述例： 

"correctResponsesPattern":[ 

"{case_matters=false}{lang=en}To store and provide access to learning experiences." 

] 

 

object.id の記述 

MEXCBT では、プロファイル Assessment／レシピ Assessment の Start、Complete +

（Success／Failure)の object.idには、テストを示す一意情報としてリザルト IDを記述する。 

 

記述例： 

"object":{ 

"objectType":"Activity", 
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"id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff" 

} 

 

プロファイル Assessment／レシピ Assessment の Interaction Answered（Successfully／

Unsuccessfully）、および、プロファイル xAPI-SRL／レシピ View Control の object.id には、

出題ページ毎の一意性担保からリザルト ID + “.” + ページ識別情報の形式で記述し、さら

に、前ページに戻ることが可能なコンテンツでは複数回の解答が可能であることから、解答回

数を numattempts パラメータで記述する（前ページへの遷移が不可のコンテンツでは、

numattempts は常に 1 となる）。 

 

記述例： 

"object":{ 

"objectType":"Activity", 

"id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

1.0?numattempts=1" 

} 

 

 リザルト ID：http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff 

 ページ識別情報：item-1.0 

 試行回数情報：1 (numattempts) 

 

MEXCBT では、出題ページ内に複数設問の設置が可能であることから、出題ページへのス

テートメントを親とし、その子ステートメントとして設問毎のステートメントを個別に記述す

る。 

 なお、MEXCBTでは、親ステートメントの object.idに対し、設問固有の設問 IDを activity

パラメータとして付加した情報を子ステートメントの object.id としているが、これは

MEXCBT の仕様である。 

 

記述例：子ステートメントの object 

"object":{ 

"objectType":"Activity", 

"id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

1.0? numattempts=1&activity=RESPONSE_2" 

} 

 設問 ID情報：RESPONSE_2 (activity) 

 

なお、object.id には、ブラウザ等よりオブジェクト内容を参照可能とする IRI が利用される

例があるが、これは、必須要件ではなく、MEXCBT においてもこの仕様は満たされない。 

 

その他の object の記述 

MEXCBT が持つスタディ・ログ データベース内には正解答への情報が存在しないことから

correctResponsesPattern の記述を省略する。 

また、同様に、解答選択式の解答タイプについては、個々の選択肢への情報が無く、choice の

記述も省略する。 

name には、テストのタイトルを記述する。 

description には「ページ識別情報 設問 ID [設問属性情報 (cardinality, baseType)]」を記述

するが、設問属性情報は、MEXCBTの解答タイプを示す内容となる。（後段の※A表を参照） 

なお出題ページに複数の設問が設定される場合、出題ページへのステートメントに

description は記述されない。 

 

記述例：出題ページにひとつの設問が設定される場合 

"object":{ 
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"objectType":"Activity", 

    "id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

2.0? numattempts=1&activity=RESPONSE", 

    "definition":{ 

        "name":{ 

"ja-jp":"令和２年度全国学力・学習状況調査 小学校 算数" 

}, 

"description":{  

            "en":"item-2.0, RESPONSE [cardinality:multiple, baseType:identifier]" 

        }, 

        "type":http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction, 

        "interactionType": "choice" 

    } 

} 

 

記述例：出題ページに複数の設問が設定される場合の出題ページステートメント 

"object":{ 

"objectType":"Activity", 

    "id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

2.0?numattempts=1", 

    "definition":{ 

        "name":{ 

"ja-jp": "令和２年度全国学力・学習状況調査 小学校 算数" 

}, 

        "type":http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction 

    } 

} 

 

記述例：出題ページに複数の設問が設定される場合の個々の設問ステートメント 

"object":{ 

"objectType":"Activity", 

    "id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

2.0?numattempts=1&activity=RESPONSE_2", 

    "definition":{ 

        "name":{ 

"ja-jp": "令和２年度全国学力・学習状況調査 小学校 算数" 

}, 

"description":{  

            "en":"item-2.0, RESPONSE_2 [cardinality:multiple, 

baseType:identifier]" 

        }, 

        "type":http://adlnet.gov/expapi/activities/cmi.interaction, 

        "interactionType": "choice" 

    } 

} 

  

 

※A 表：interactionType の詳細 

interactionType 内容 MEXCBT 

true-false true/falseどちらかでの応答  

choice 選択式応答で、単一選択、または、 複数

選択 

cardinality: 

single または multiple 
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baseType: identifier 

fill-in 250文字以下の文字列による応答で [,]デ

ミリタの利用から複数の設定も可能 

cardinality: single 

baseType: string 

long-fill-in 250文字を超える長い文字列による応答 cardinality: single 

baseType: string 

matching ア イ テ ム の 照 合 応 答 

ペアリングは、１対複数，１対０ でも良

い 

cardinality: single 

baseType: directedPair 

performance 複数のステップを要求する応答  

sequencing 複数アイテムへのセット内での応答 

（順番付け応答） 

cardinality: ordered 

baseType: identifier 

likert スケール上の個別の選択肢からの選択応答 

（アンケートフォーム等にて複数段階項目

の中からひとつを選択するような応答） 

 

numeric 数値入力による応答  

other 上記にはあてはまらない応答  

※ 上記表 MEXCBT 列は、MEXCBT における definition name への記載内容 

 

Result の記述（任意プロパティ） 

測定結果の記述方法は以下の通り。 

 

記述例：プロファイル Assessment / レシピ Assessment，Interaction Answered 

"result":{ 

    "score":{ 

        "scaled":0.3, 

        "raw":30, 

        "min":0, 

        "max":100 

}, 

    "response":"hedgehog[,]shark", 

    "duration":"PT3M59.14S", 

    "success":false, 

    "completion":true 

} 

 score は、エージェントによって達成されたアクティビティの結果で、以下の属性で表

現する。 

➢ scaled（スコア値で -1 ～ 1 の 10 進数で記述），raw（min ～ max 内での学習者が

達成したスコア），min（スコアの最低値），max（スコアの最大値） 

 response は、与えられたアクティビティへの学習者の応答。 

 duration は、かかった時間で、ISO 8601:2004(E) section 4.4.3.2.フォーマットで必ず

記述。さらに単位は、0.01 秒とされることが推奨される（0.01 秒よりも細かな精度で

LRS に渡した場合、LRSは、0.01 秒単位にて切り捨て処理する）。 

（例）PT3M59.14S 

PT3M59.14S を P16559.14S と記述することも可能。しかし、PT3M59.14S にうるう
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秒が含まれる際には同じ内容とはならない。 

 success には、試行結果を true または false で示す。 

 completion には、試行結果としての完了可否を true または false で示す。 

 

MEXCBT における記述 

MEXCBTのスタディ・ログ データベースから取得可能な Result 情報は xAPIプロファイル種

により、以下のような記述となる。 

 

Start（Verb: attemted） 

（result 情報無し） 

 

Complete（Verb: completed） 

"result":{ 

"success":true, 

"completion":true, 

"score":{ 

"scaled":1.0 

    } 

} 

 success は、LtiOutcome として記録される情報 1 または 0 で、1 の場合 true となる。

また、score については、SCORE_RATE として記録される情報が存在する場合におい

てその値を記述する（存在しない場合もあり、その際には score の記述はされない）。 

 

Interaction Answered（Verb: answered） 

"result":{ 

    "response":"choice_3", 

"success":true, 

"completion":true, 

"score":{ 

"scaled":1 

}, 

"duration":"PT52.43S" 

} 

 

なお文字入力以外の解答タイプの場合、result への解答情報は、各選択肢にオーサリング段

階で付与される ID 情報（上記例 choice_3 等）となる。 

 

出題ページ内に複数の設問が設置される場合には、出題ページへのステートメントと各設問

へのステートメントにて result に記述される項目が異なる。 

 

出題ページのステートメント（Interaction Answered（Verb: answered）） 

"result":{ 

"completion":true, 

"score":{ 

"scaled":0.333 

}, 

"duration":"PT48.46S" 

} 

 

各設問のステートメント（Interaction Answered（Verb: answered）） 

"result":{ 
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"response":"choice_2[,]choice_5", 

"success":true 

} 

 

プロファイル xAPI-SRL / レシピ View control，viewed の Result は以下例で記述される。 

"result":{ 

"completion":true, 

"duration":"PT1M52.43S" 

} 

  

 

 

Context の記述（任意プロパティ） 

出題ページ内に複数の設問が設置されるタイプの場合には、出題ページへのステートメントを

親とし、その子として設問毎のステートメントを別に記述する形態をとる。なお、このケースに

おいては context の記述は任意ではなく必須とされる。 

具 体 的 に は 、 各 子 ス テ ー ト メ ン ト が 親 を 示 す 情 報 と し て 、 子 の

context.contextActivities.parent.id に親ステートメントの object の id を記述する。 

なお、上記仕様にて、それぞれの子ステートメントに対しても LRS 仕様では検索対象とされ

る。 

 

記述例：子ステートメントへの context 記述 

"context":{ 

    "registration":"ec531277-b57b-4c15-8d91-d292c5b2b8f7", 

    "contextActivities":{ 

        "parent":{ 

            "id":"http://www.example.com/meetings/series/267", 

            "objectType":"Activity" 

        } 

    } 

} 

 

MEXCBT における記述 

出題ページに複数の設問が設定されるケースでは、各設問へのステートメントの

context.contextActivities.parent.idには、以下のように出題ページステートメントの object.id

を記述する。 

 

記述例：各設問ステートメントへの context.contextActivities.parent.id 

"contextActivities":{ 

"parent":{ 

"id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item

-1.0?numattempts=1" 

          ：  

          ： 

  

今年度においては、コンテンツに関するメタ情報、特に、学習指導要領コードをスタディ・

ログでどのように扱うかを検討し、以下例のように、context.extension として記述する案で

対応を試みた。 
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記述例： 

"context":{ 

"platform":"MEXCBT", 

"language":"en", 

"extensions":{ 

"https://mexcbt.mext.go.jp":{ 

"activity-id": 

"https://mexcbt.mext.go.jp/itembank/#i60062e407ae6820595e414930033214bff", 

"test-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65af171b611842f39e0c8292a54e72", 

"delivery-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65d951a641184264c3588e3cf1fe96" 

        } 

    } 

} 

 

activity-id は設問属性情報へのインデックスであり、ここから設問属性情報の項目として含

まれる学習指導要領コードへの参照を可能とする。なお、activity-id キーについては、

activity.id との識別、視認性に支障が考えられることから将来の変更対象としたい。 

test-id は、テスト属性情報へのインデックス、delivery-id は、デリバリー属性情報へのイ

ンデックスを想定したキーであるが、activity-id, test-id, delivery-id は、それぞれ MEXCBT

が持つ情報であり、今年度においては、これらをコンテンツに関するメタ情報として流用し

た。 

 

なお xAPI プロファイル種により、それぞれ以下の仕様で記述する。 

Start（Assessment/Assessment） 

delivery-id のみ 

 

Complete（Assessment/Assessment） 

delivery-id のみ 

 

Interaction Answered （ Assessment/Assessment ）、 View Control （ xAPI-SRL/View 

control） 

activity-id, test-id, delivery-id 

（出題ページ内の設問数には依存しない。） 

 

 

Timestamp の記述 

ISO 8601 形式にてイベント発生（解答）日時を協定世界時で記述する。 

 

記述例： 

"timestamp":"2021-02-02T10:23:54+00:00" 

 

MEXCBT における記述 

MEXCBT では、出題ページの変更（次ページ／前ページ）やテストの終了のタイミングにて

出題ページ内の全設問の結果をデータベースに記録する仕様とされている関係から、

Timestamp の値は Verb:attemted を除きデータベースへの書き込み日時となる（設問毎の解

答日時ではなく、出題ページ毎での記録）。 
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Version の記述 

MEXCBTは、ラーニングレコードプロバイダにあたることから、1.0.0 としてステートメントバー

ジョンを記述する。 

 

記述例： 

"version":"1.0.0" 

 

なお、LRS、クライアント間等における HTTP データ交換においては X-Experience-API-

Versionヘッダを付加した上で、例えば 1.0.3 のような詳細なバージョンを設定する。 

 

ID の記述 

ステートメント ID を、RFC 4122 variant 2 の UUIDで記述する。 

 

記述例： 

"id":"33cff416-e331-4c9d-969e-5373a1756120" 

 

ID が記述されないステートメントについては LRS が付与するが、xAPI ステートメント仕様

としては、原則としてスタディ・ログを生成・提供するシステムが付与する。 

 

Appendix 

MEXCBT との連携におけるステートメント記述例を示す。 

 

プロファイル Assessment / レシピ Assessment，Start 

{ 

    "version":"1.0.0", 

    "id": "33cff416-e331-4c9d-969e-5373a1756120", 

    "actor":{ 

        "objectType":"Agent", 

        "account":{ 

            "homePage":"https://mexcbt.manabi.l-gate.net", 

            "name":"eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309" 

        } 

    }, 

    "verb":{ 

        "id": "http://adlnet.gov/expapi/verbs/attempted", 

        "display":{ 

            "en":"attempted" 

        } 

    }, 

    "object":{ 

        "objectType":"Activity", 

        "id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff" 

    }, 

    "context":{ 
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        "platform":"MEXCBT", 

        "language":"en", 

        "extensions":{ 

            "https://mexcbt.mext.go.jp":{ 

        "delivery-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65d951a641184264c3588e3cf1fe96" 

            } 

        } 

    }, 

    "timestamp":"2021-01-18T12:17:26+00:00" 

} 

 

プロファイル Assessment / レシピ Assessment，Complete + Failure 

{ 

    "version":"1.0.0", 

    "id":"33cff416-e331-4c9d-969e-5373a1756120", 

    "actor": { 

        "objectType":"Agent", 

        "account":{ 

            "homePage":"https://mexcbt.manabi.l-gate.net", 

            "name":"eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309" 

        } 

    }, 

    "verb":{ 

        "id":”http://adlnet.gov/expapi/verbs/completed", 

        "display": { 

            "en":"completed" 

        } 

    }, 

    "object":{ 

        "objectType":"Activity", 

        "id":"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff" 

    }, 

    "result":{ 

        "success":false, 

        "completion":true, 

"score":{ 

"scaled":1 

        } 

    }, 

    "context":{ 

        "platform":"MEXCBT", 

"language":"en", 

        "extensions":{ 

            "https://mexcbt.mext.go.jp":{ 

        "delivery-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65d951a641184264c3588e3cf1fe96" 

            } 

        } 

    }, 

    "timestamp":"2021-01-18T12:17:26+00:00" 

} 

 

プロファイル xAPI-SRL / レシピ View control，viewed 
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{ 

    "version":"1.0.0", 

    "id":"33cff416-e331-4c9d-969e-5373a1756120", 

    "actor":{ 

        "objectType":"Agent", 

        "account":{ 

            "homePage":"https://mexcbt.manabi.l-gate.net", 

            "name":"eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309" 

        } 

    }, 

    "verb":{ 

        "id":”http://id.tincanapi.com/verb/viewed", 

        "display":{ 

            "en":"viewed" 

        } 

    }, 

    "object":{ 

        "objectType":"Activity", 

        "id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i60062e407ae6820595e414930033214bff.item-

3.0?numattempts=2" 

    }, 

    "context":{ 

        "platform":"MEXCBT", 

"language":"en", 

        "extensions":{ 

            "https://mexcbt.mext.go.jp”:{ 

               "activity-id": 

"https://mexcbt.mext.go.jp/itembank/#i60062e407ae6820595e414930033214bf

f", 

               "test-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65af171b611842f39e0c8292a54e72", 

       "delivery-id": 

"http://ecl.mext.go.jp/tao.rdf#i5fbc65d951a641184264c3588e3cf1fe96" 

            } 

        } 

     }, 

     "result":{ 

        "duration":"PT46.32S", 

        "completion":true 

     }, 

     "timestamp":"2021-01-18T12:17:26+00:00" 

} 

 

 

6.2.4. xAPI で記述されたスタディ・ログを受け渡す方法の検討 

 令和 2 年度の事業では、MEXCBT からスタディ・ログを生成して出力するスタディ・ログコ

ンバーターのプロトタイプを作成し検証を行ったが、そのスタディ・ログを学習 e ポータルが受

け取る方法は未定であり、最適な方法を検討して決定する必要がある。 

 ここでは仮に想定した受け渡しのための API の案を示す。 
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API-1（案） 

# 項目 内容 

1 URI https://[ API エンドポイント ]/api/v1.0/results/[ UUID ]?delivery=[ delivery_id ] 

機能 delivery にてデリバリーされたコンテンツに対し UUID ユーザーのスタディ・ログを返す 

スタディ・ログは timestamp 降順の並びとなる 

補足 UUID：学習者を固有に識別可能な文字列情報 

（例）”eea9cbc1-3f8f-11eb-9630-6eb233e8f309” 

 

delivery の仕様：学習ｅポータルが事前に MEXCBT より入手する LTI ローンチ情報の

ltiDeliveryProvider/DeliveryTool/launch/ 以降の文字列情報 

（例） ”eyJkZWxpdmVyeSI6Imh0dHA6XC9cL2VjbC5tZXh0LmdvLmpwXC90YW8ucmR

mI2k1ZmQ4M2RmY2NjODkzMTAxOTk1ZDg0MzE5MGVkMjRlOTg2In0=” 

 

レスポンス例 

{ 

  “uuid”: [ UUID ], 

  “delivery”:[delivery_id], 

  “results”: [ 

    { 

        “resultid”:”12345”, 

        “statements”:[ 

            { 

                “actor”: { ・・・ }, 

                “verb”: { ・・・ }, 

                “object”: { ・・・} 

            }, 

            { 

                “actor”: { ・・・ }, 

                “verb”: { ・・・ }, 

                “object”: { ・・・} 

            } 

        ] 

    }, 

     ・ ・ ・ 

  ] 

} 

 

API-2（案） 

# 項目 内容 

2 URI https://[ API エンドポイント ]/api/v1.0/results-all/[ UUID ]?start=YYYYMMDD-HHMM 

(&end=YYYYMMDD-HHMM) 

機能 start - end 間（start は end より過去）の UUID ユーザーのスタディ・ログを返す 

スタディ・ログは timestamp 降順の並びとなる 

補足 consumer_key：MEXCBT にて一意性が保障された学習ｅポータル毎への情報 

（例）”GydyK79oR3xmqVVAdGMWEYC9qrvp6acXaKsYf2c” 

 

YYYYMMDD-HHMM：西暦４桁、月２桁、日２桁 - 24 時間制の時２桁、分２桁 
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レスポンス例 

{ 

  “uuid”: [ UUID ], 

  “results”: [ 

    { 

      items: [ 

        { 

           “actor”: { ・・・ }, 

           “verb”: { ・・・ }, 

           “object”: { ・・・} 

        }, 

        { 

           “actor”: { ・・・ }, 

           “verb”: { ・・・ }, 

           “object”: { ・・・} 

        } 

      ] 

    }, 

    ・・・ 

  ] 

} 

 

6.2.5. 本項における参考文献 

Newest version of xAPI version 1.0.3： 

https://adlnet.gov/news/2016/09/21/newest-version-of-xapi-version-1-0-3/ 

 

xAPI-Spec（README.md）： 

https://github.com/adlnet/xAPI-Spec 

 

xAPI 仕様： 

https://github.com/adlnet/xAPI-Spec/blob/master/xAPI-Data.md 

 

プロファイル ステートメントテンプレート： 

https://adlnet.github.io/xapi-profiles/xapi-profiles-structure.html#statment-templates 

 

ステートメント レジストリ（プロファイル）： 

https://registry.tincanapi.com/#home/profiles 

https://registry.tincanapi.com/#profile/27（Profile: Assessment (assessment)） 

https://registry.tincanapi.com/#profile/60（Profile: xAPI-SRL (srl)） 

 

Caliper Implementation Guide IMS Final Release Version 1.2： 

https://www.imsglobal.org/spec/caliper/v1p2/impl#metric-profiles 
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平成 25 年度 教育分野における最先端 ICT 利活用に関する調査研究 報告書： 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000301027.pdf 

 

スマートスクール・プラットフォーム技術仕様 システム間データ連携インタフェース 

技術仕様： 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000683941.pdf 

 

ラーニングアナリティクスの国際標準規格 LA の国際標準規格と必要性 田村恭久： 

https://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag000000vm70-att/5909ewg07.pdf 

 

Semantic Versioning 1.0.0： 

https://semver.org/spec/v1.0.0.html 

 

RFC 4122： 

https://www.ietf.org/rfc/rfc4122.txt 

 

Internationalized Resource Identifiers (IRIs)： 

https://www.ietf.org/rfc/rfc3987.txt 

 

 

6.3. UUID 

MEXCBT を含む学習ツールと学習 e ポータルの間では、ユーザーを識別するための識別子とし

て UUID (Universally Unique Identifier) を利用している。UUID は ISO が ISO/IEC 11578 の

一部として、また IETF が RFC 4122 としてそれぞれ規定している。 

128 ビットの数値である UUID は、元来は分散システム上で統制なしに作成できる識別子として

設計されており、将来にわたって重複や偶然の一致が起こらないという前提で用いることができ

るとされている。ユニークな識別子が必要になったときに中央の統一した機構なしに各システム

で独自に生成することができるため、利便性が高く運用コストも低い。一方で、衝突可能性や予

測可能性を実用上十分な低さに保つためには、生成時に注意が必要である。 

UUID にはバージョンがあるが、学習 e ポータル標準モデルでは version4 を推奨し、version1

を許容とする。 

UUID version4 を使用する場合、その生成関数を調査し、乱数を CSPRNG (暗号論的疑似乱数

生成器) または TRNG (真正乱数生成器) から取得していることを確認する必要がある。 

確認方法 

参照している乱数生成器が以下の規格で検査されていること 

BSI AIS20/31 DRG.3, DRG.4, PTG.2, PTG.3 

NIST SP 800-22 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000301027.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000683941.pdf
https://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag000000vm70-att/5909ewg07.pdf
https://semver.org/spec/v1.0.0.html
https://www.ietf.org/rfc/rfc4122.txt
https://www.ietf.org/rfc/rfc3987.txt
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または以下の標準に準拠していること 

FIPS 186-4 

NIST SP 800-90A Rev.1 のうち以下の 2 つ 

Hash_DRBG 

HMAC_DRBG 

考慮事項 

仮想環境は基本的にハードウェアから直接エントロピーを取得できないことに留意する。プラッ

トフォームが VirtIO-RNG などの仕組みにより、ホスト側のエントロピープールにアクセスでき

ているかどうかを確認すること。 

使用している乱数生成器の実装が仮想環境でも十分実用的なものかどうか確認すること。仮想環

境では外部入力や CPU ノイズのようなものもハイパーバイザから提供されるため、再現可能性

が高く、また仮想マシン状態もスナップショットやクローンなどで容易に再現可能であることに

留意する。 

 

UUID version1の使用は推奨しないが、すでに使用している場合や、version4で十分な環境が得

られない場合などは許容することとする。 
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7. 将来像と課題 

学習 e ポータルは、デジタル学習環境の操作性の向上とスタディ・ログ連携のハブとして、さ

らに大きな役割を果たすことが期待される。令和 3 年度から順次、全国の希望する小中高校から

MEXCBT にアクセスできるようになるが、この実現には、MEXCBT へのアクセスの入口であ

る学習 e ポータルが全国の小中高校で利用可能になる必要がある。さらにこの学習 e ポータル標

準モデルに基づくソフトウェアをハブとして、デジタル教科書やドリルなどのさまざま学習ツー

ルとつなぎ、個別最適な学びと協働的な学びの実現に資する、デジタル学習環境を進化、発展さ

せることが期待される。 

学習 e ポータルのようなハブの仕組みは、提供されるサービス (学習ツール) と利用するユーザ

ー (児童生徒と教員) の数が増えれば増えるほど利便性や魅力が増す。参加する人たちに相乗効果

が生まれるエコシステムが早急に拡大していくことが望ましい。 

ここでは学習 e ポータルをハブとした日本の初等中等教育におけるデジタル学習環境の将来像

と、その実現のための課題について、主に技術的な観点から述べる。 

 

7.1. MEXCBT との連携の強化 

MEXCBT へのアクセスには、学習 e ポータル標準モデルに基づいて開発されたソフトウェア

が必須である。MEXCBT と学習 e ポータルの機能拡張と使い勝手の向上により、アセスメント

がより受けやすく、より教育効果が上がるものになることが期待される。 

 

7.1.1. xAPI による MEXCBT とのスタディ・ログの連携 

令和 2 年度の学びの保障オンライン学習システム実証事業では、MEXCBT から学習 e ポータ

ルへリアルタイムに直接送られる結果データはテストの正答率のみであり、解答と正誤の詳細を

知るためには、後で結果レビュー機能を使ってテストの画面を表示して確認する必要があった。

また令和 2 年度の事業では、MEXCBT 内に蓄積されている学習者の解答の詳細や問題の情報を

収集して xAPI フォーマットにスタディ・ログとして記録する、スタディ・コンバーターのプロ

トタイプを試作して検証している。 

令和 3 年度はこれを発展させ、このスタディ・ログを学習 e ポータルが受け取り、保存、蓄積、

表示する機能が実装される。 

 

7.2. 連携するデジタル教科書・教材やツールの拡充 

MEXCBT との連携に利用した技術規格は、そのまま MEXCBT 以外のさまざまな学習ツール

との連携に利用可能である。 

 

7.2.1. デジタル教科書との連携 

LTI は MEXCBT だけでなくさまざまな学習ツールを呼び出すために利用できる。デジタル教
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科書ビューアが LTI Tools の機能を実装すれば、デジタル教科書も学習 e ポータルから呼び出す

ことができるようになる。この時、デジタル教科書ビューアは MEXCBT 同様、独自にアカウン

ト管理をする必要がなく、あらかじめ学習 e ポータルとの間で設定を共有しておくことにより、

学習者はサインイン操作なしにデジタル教科書にアクセスできるようになる。 

 

7.2.2. 各種デジタル教材やツールとの連携 

デジタル教科書だけでなく、デジタル教材やドリル、ツールなどさまざまな学習ツールも

MEXCBT やデジタル教科書と同様に LTI を通じて呼び出すことが可能である。Google 

Workspace に含まれるアプリケーションや OneDrive など LMS から LTI を通じて連携できるツ

ールも存在する。既存のデジタル教材は、LTI Tools の機能を実装することにより連携が可能に

なる。 

 

7.2.3. LTI Deep Linking 2.0 による各種学習ツールの登録の自動化 

これも MEXCBT 同様、例えばドリルやビデオ教材などの学習ツールが LTI Deep Linking 2.0

に対応することにより、学習 e ポータルへの事前設定の自動化が可能になる。これにより、学

習者や教員が学習 e ポータルからさまざまな学習コンテンツを選択できるようになる。 

 

7.2.4. xAPI による各種学習ツールとのスタディ・ログの連携 

令和 2年度に作成したスタディ・ログを xAPIフォーマットで出力するプロトタイプはCBTで

ある MEXCBT を対象としていたが、スタディ・ログの定義 (プロファイル) を拡張することによ

り、デジタル教科書や教材、各種ツール上での学習行動のログを記録して、統一された方法で学

習 e ポータルに集積することが可能になる。 

 

7.2.5. 各種学習ツールとの連携のための学習内容の統一的な記述 

学習内容を指し示す体系として学習指導要領コードが公開されており、カリキュラムの記述や

テスト問題、スタディ・ログにもそのコードが埋め込まれて活用されることが想定されている。

これにより、学習 e ポータルを通じて各種学習ツールを連携させて活用することが容易になる。 

また、カリキュラムを記述する国際標準規格としては IMS CASE12（Competency and 

Academic Standards Exchange）があり、各種学習ツールの内容を体系的にデータ化することも

考えられる。 

 

7.3. スタディ・ログの利活用 

学習 e ポータルによって連携されたスタディ・ログは、表やグラフ、ヒートマップなどに加工

して分かりやすく表示したり、さまざまな観点から分析を行ったり、その学習者に適したリコメ

ンドを行ったりするなど、多種多様な利活用の方法が考えられる。 

 

 
12 http://www.imsglobal.org/activity/case 
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7.3.1. スタディ・ログの標準の確立と遵守 

 さまざまな学習ツール上で生成されるスタディ・ログを総合的に分析したり、教育ビッグデー

タを教育改善や EBPM に生かすためには、プロファイルなどスタディ・ログに関する標準を確

立して遵守し、派生や揺れが起きないようにすることが重要である。文部科学省の関与のもとで

標準が検討、決定、公開されることが望ましい。 

 

7.3.2. 連携されたスタディ・ログのダッシュボードによる見える化 

統一されたフォーマットで連携されたスタディ・ログは、整理してダッシュボード上に表示し、

学習者の振り返りや、教員の状況の把握に活用する。これまでデータはアプリケーションごとに

蓄積され、そこから外に出されることはなかった。さまざまな学習ツールからのスタディ・ログ

が統一されたフォーマットで連携されることにより、その学習者の学びの様子を広い範囲で把握

することができるようになる。 

このような情報を表示する画面は通常はダッシュボードと呼ばれるが、表示の方法は各学習 e

ポータルメーカーの創意工夫でデザインされることが想定されている。 

 

7.3.3. 連携されたスタディ・ログの分析とリコメンド 

スタディ・ログの分析の方法も表示の方法と同様にメーカー間の競争で進歩していくことが期

待される。分析やリコメンドを専門に行うサービスが登場することも考えられる。 

 

7.3.4. スタディ・ログの進学や転校時の扱い 

連携されたスタディ・ログを、進学や転校時に生徒とともに行先の学校に転送する要望が出て

くることが想定される。統一されたフォーマットで連携されているため、技術的な実現のハード

ルは高くないが、制度面の検討を行う必要がある。 

 

7.3.5. スタディ・ログの学習者へ返還 

データの利活用を考えるとき、どのように利活用するかは本人の意思で決められることが望ま

しい。EU の GDPR (一般データ保護規則) では、データのポータビリティとして、自分自身に関

する個人データは、一般に広く用いられているフォーマットで、本人の意思で別のシステムに移

動することができるように規定されている。この点は日本での議論が待たれる。 

 

7.3.6. スタディ・ログの校務支援システムへの転送 

学習 e ポータルはいわゆる学習系と呼ばれる領域のデータを扱う位置づけであるが、連携され

たデータを校務支援システムに転送する要望が生まれることが想定される。この場合、xAPI 形

式のまま転送し、校務支援システム側で処理を行うことが考えられる。 

 

7.3.7. 教育ビッグデータ 

 個人情報保護に周囲した上で、蓄積されたスタディ・ログを匿名化し、教育ビッグデータとし

て分析、活用することには大きな価値と可能性があると考えられる。教育データの二次利用に関
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するルールを検討する必要がある。 

 

7.4. スケジュールやタスク管理のハブとしての学習 e ポータル 

学習 e ポータルでスケジュールやタスクを管理して、さまざまな学習ツールと連動して動作す

るようにすれば、日々の学習を集中して管理できるようになる。 

 

7.4.1. スケジュール管理やタスク管理機能 

学習 e ポータルに、時間割やカレンダー、あるいは課題や提出物の期限などを管理する機能を

実装し、それとさまざまな学習ツールを結び付けて管理すれば、学習に関する事柄を一元的に管

理することができる。教員は授業の内容や目標、教科書の単元や参考資料、課題や宿題などを学

習 eポータルに登録し、学習者は自分のスケジュール/タスク管理画面で確認しながら、自分の学

びを自分で管理することができる。また、学習者が自らの学習計画を立てたり、学習方法を自ら

選択したり、自己評価を行ったりすることを可能とするなど、自己調整学習のツールとしての機

能を持たせることも考えられる。 

これは学習 e ポータルの 1 機能とすることもできるし、学習 e ポータルから呼び出されて機能

するコンポーネントとして設計することもできる。 

スケジュール情報を管理したり、ソフトウェア間でやり取りしたりするための技術規格として

は iCalendar (RFC 5545) が広く利用されている。この規格をサポートすることにより、さまざ

まなメールアプリケーションやカレンダーアプリケーションなどとの情報交換も可能になる。 

 

7.4.2. 教科書見出しの活用 

学習内容を指し示す体系として学習指導要領コードが公開されており、学習者用デジタル教科

書にもそのコードが埋め込まれて活用されることが期待されている。一方で、学習者や教員にと

っては学習指導要領コードから学習内容を直接把握することは困難で、普段から慣れ親しんでい

る教科書の見出しが最も分かりやすい。学習 e ポータルが学習指導要領コードとそれに対応する

教科書見出しの対応表をあらかじめ読み込んでおき、内部的に活用されている学習指導要領コー

ドの内容を画面に表示するときには、教科書見出しに置き換えて表示すれば、学習者にも教員に

も分かりやすくなり利便性が高まる。また、前述の IMS CASE (Competencies and Academic 

Standards Exchange)13 の活用も考えられる。一方、教科書目次は著作物であるとされており、

データの活用には制度的な解決策が必要である。 

 

7.5. アカウントのプロビジョニングとシングルサインオン (SSO) 

GIGA スクール構想により 1 人 1 台環境が整備され、学校にもさまざまなシステムや学習ツー

ルが配備されているが、現状はそれぞれのシステムや学習ツールが独自にアカウントを管理し、

ID とパスワードを発行して認証を行っている。アカウント管理の手間、サインオンの手間、ID

 
13 https://www.imsglobal.org/activity/case 
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やパスワードを間違えたり忘れたりしたときの対応など、多くの重複したコストがかかっている

ことで、無駄が生まれている。また、個人情報に相当する情報が別々に管理されており、それだ

け漏洩のリスクも高くなっている。 

MEXCBT が自らはアカウント情報を管理せずに、多くの学習者に対してアセスメントのサー

ビスを提供しているように、アカウント情報の管理を学習 e ポータルに集約して、学習 e ポータ

ルと各種の学習ツールを LTI で連携させることにより、アカウント管理の手間を軽減するととも

に、シングルサインオンで学習者の手間も減らすことができる。 

アカウント情報をシステムや学習ツール間でやり取りすることをアカウントのプロビジョニン

グと呼ぶ。アカウントのプロビジョニングやシングルサインオンの実現にはさまざまな方法があ

り、単一の方法ですべてをカバーする必要はないが、LTI で済む部分には大いに活用し、全体の

手間やリスクを低減するよう努力すべきである。 

 

7.5.1. 校務支援システムからの名簿情報の受け取り 

多くの場合、児童生徒や教員の名簿情報は校務支援システムで管理されている。これら名簿情

報を生徒情報システム (SIS、日本での校務支援システムに相当) から学習管理システム (LMS、

この場合の学習 e ポータル) に転送する国際技術規格として IMS OneRoster がある。校務支援シ

ステムと学習 eポータルの双方が OneRosterをサポートすることで、アカウント管理の手間が低

減できる。 

学年初めの年度更新だけでなく、年度中の転校の処理にも活用でき、アカウントが設定されて

いないためにその学習者がデジタル学習環境を利用できない状況を生まずに済む。 

 

7.5.2. Azure AD との連携 

Microsoft の Azure AD (Azure Active Directory) は、ユーザーの ID だけでなく、さまざまな

情報へのアクセス権限も管理できる仕組みで、多くの企業で利用されており、一部の学校でも活

用されている。学習 e ポータルが Azure AD で管理されている情報と連携できれば、個人情報の

管理レベルが上がり、更新作業の手間も大幅に低減できる。また、必要に応じて多要素認証など

の導入も簡単になる。 

 

7.5.3. Google アカウントとの連携 

1 人 1 台環境に Chromebook を利用している学校では、Google アカウント (ほとんどのケース

では gmail アドレス) によって認証を行っている。また、ほかの OS のデバイスを利用している

学校でも、Google Classroom を導入して Google アカウントを利用しているケースがある。学習

e ポータルを利用するとき、Google アカウントと連携してシングルサインオンを実現すれば利便

性が向上する。また学習 e ポータルと Google フォームなどを連携して利用するときにも便利で

ある。 

 

7.5.4. 各種学習ツールに対する LTI を通じた属性情報の提供 

通常、教育で使われるさまざまなシステムやツールは、利用者の ID だけでなく、氏名や学年、
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組など、多くの属性情報もアカウントとして管理している。一方 LTI で呼び出される学習ツール

は、基本的に自身でアカウントを管理する必要がなく、必要に応じて学習 e ポータルが管理して

いる学習者の属性情報の一部をセキュアに取得することができる。個人情報保護に配慮しながら、

どのような属性情報を学習 e ポータルが管理し、何を共有すべきか、検討が必要である。 

 

7.6. トラストフレームワークと有料の学習ツール 

システム上で ID やパスワードを入力するなどの方法で個人を識別することを認証と言い、あ

るユーザーに対してアクセスの権限を与えることを認可と言う。MEXCBT のような無料のサー

ビスであれば、学習 e ポータルで認証されたユーザーである学習者は、基本的にどのテストにも

アクセスすることができる。一方で有料のコンテンツやサービスなどの学習ツールは、契約を結

んで利用料を払って初めて利用することができる。学習 e ポータルで有料の学習ツールを扱いや

すくするためには、検討すべき課題がある。 

 

7.6.1. 認証、認可とトラストフレームワーク 

学習ツールが提供するコンテンツなどをサービスと捉えると、サービスの利用側である学習 e

ポータルは認証をきちんと行い、サービスの提供側である学習ツールはログデータや提供された

属性情報をきちんと管理することで、お互いが信頼してデータが交換できるようになる。この取

り決めと参加者の集まりをトラストフレームワークと呼ぶ。日本の高等教育機関の多くは、国立

情報学研究所 (NII) を中心とした学認トラストフレームワーク14に参加し、システムの運用基準

の共有や審査を行いながら、信頼性の高いデータ交換を行っている。これにより、有料サービス

や海外のサービスを利用できるようにしたり、別の大学の構内でもネットワークを利用したりで

きるようになっている。 

初等中等教育では自治体や学校が認証局 (IdP) の役割を果たしているケースは少ないこともあ

り、学認トラストフレームワークの枠組みをそのまま利用することは難しい。学習 e ポータル提

供メーカーと文部科学省、利用者である学校の代表などが集まり、日本の初等中等教育の実情に

適した、簡便で有効性のあるトラストフレームワークの枠組みを検討し導入するべきである。 

 

7.6.2. 課金とアクセス管理の連動 

インストールを伴わないオンラインの有料サービスは、例えばなりすましのアクセスが増えて

しまうと成立しないし、アクセス権限のチェックに手間がかかりすぎれば使い勝手が低下したり

利用料が上がったりする可能性がある。認証と認可を信頼性高く行い、全体のコストを下げて安

定した利用環境が確立することが望ましい。上記トラストフレームワークとともに、利用料の支

払いと認可が信頼性高く簡便に連携できる仕組みを検討する必要がある。 

 

 
14 https://gakunin.jp/document/132 
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7.7. 生活活動に関する記録や指導活動の記録などとの連携 

 学習 e ポータルで学習活動の記録であるスタディ・ログを扱うだけでなく、児童生徒の健康状

態や心の状態などの生活活動に関する記録 (ライフ・ログ)、また教員がどのような指導を行った

かの指導活動の記録 (アシスト・ログ) を連携して扱えるようになれば、総合的な分析が可能にな

り、児童生徒の学習改善にも、教員の授業改善にもつながることが期待できる15。データの標準

化を行った上で、学校における健康診断情報との連携が予定されている PHR (Personal Health 

Record) や、大阪市で活用が進んでいる心の天気図のような心理状態の記録、さらに授業や家庭

学習で利用した教材の情報など、学校における多様な活動に関係する多くの情報との連携の検討

を行う必要がある。 

 

7.8. 学習 e ポータルの動作保証と認定の仕組み 

 学習 e ポータルが普及して大いに活用されるためには、安定した動作と信頼性の確保が重要で

ある。やり取りされる情報の管理を担保するトラストフレームワークの確立とも連動しながら、

学習 e ポータルを認定する仕組みが求められる。 

 

7.8.1. MEXCBT との連係テスト 

 学習 e ポータルの少なくとも初期の主要な目的は MEXCBT の入り口としての機能であり、可

能な限り不具合を減らし、動作を保証すべきである。MEXCBT と複数の学習 e ポータル間での

連携テストを実施する必要がある。 

 

7.8.2. IMS GLC による LTI に関する認証 

 教育分野における世界最大級の標準化団体である IMS GLC (Global Learning Consortium)16 

は、LTI などのさまざまな技術規格を制定して公開するとともに、それらの技術規格に則って動

作する製品やサービスの認定テスト (conformance test) を行っている。規格制定のための議論に

加わったり、認定テストを受けるためには会員になる必要があるが、技術規格は公開されており

誰でも利用でき、その規格に則った実装も可能である。 

 また、IMS GLC の規格の日本における普及を目的とした日本 IMS 協会17の活動に参加するこ

とで、さまざまな情報やサポートを得ることもできる。 

 

7.8.3. 学習 eポータルの認定の仕組み 

 MEXCBT との連係テストやトラストフレームワークへの参加などを条件として、学習 e ポー

タルを認定する制度があれば、利用者から見た信頼性につながる。また、学習 e ポータルと連携

して動作し、スタディ・ログを返すことができるさまざまな学習ツールにも、それを示す認定マ

ークのようなものがあれば認識しやすくなる。学習 e ポータルに関連するエコシステムを確立し

 
15 https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20200706-mxt_syoto01-000008468-05.pdf 
16 http://www.imsglobal.org/ 
17 https://www.imsjapan.org/ 
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て行くためにも、公正な認定の仕組みを官民が共同で検討することが望まれる。 

 


